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7月22日、今にも雨が降り出しそう…子どもたちは日食を見ることができたのでしょうか？答えはまちの話題で！（有明小学校）
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「男女共同参画
社会基本法」の
5 つの基本理念

男女の
人権の尊重

社会における
制度又は慣行

についての
配慮

政策等の
立案及び決定へ

の共同参画

家庭生活
における活動
と他の活動の

両立支援
国際的協調

策定した「男女 ( ひと ) がともに輝くまちづくりプラン」を、市役所の各課がそれぞ
れの事業について、平成 24 年度までに達成する数値目標を掲げて取り組み、年度
末にその成果を報告しました。
　市民 20 名で構成される男女共同参画推進懇話会がその成果について事業評価
した結果、平成 20 年度の事業達成率は 68.5％となりました。
　また、平成 21 年度の審議会等の女性登用率は、昨年の 27.7％から 28.3％に上昇

しましたが、さらにいろいろな方針や政策決定の場に女性の意見や要望が活用される
ように平成 24 年度までに 32％の登用率を目指します。

 

志布志市は、
平成 19 年に、男女共同
参画社会の実現のために
基本計画を策定していま
す！

基本目標Ⅰ 基本目標Ⅴ基本目標Ⅳ基本目標Ⅲ基本目標Ⅱ

一人ひとりの人

権が尊重される

男女共同参画社

会を目指します

男女共同参画社

会を目指し、推

進体制を整えま

す

だれもが安心し

て暮らすことの

できる社会を目

指します

性別や職種に関

わりなく個人の

能 力 を 発 揮 し、

働き続けること

のできる社会を

目指します

あらゆる分野へ

の男女共同参画

を促進します

よく使う表現 言いかえたい例 理　　　　　　由
父兄 保護者、父母

男女平等の表現に。サラリーマン、ＯＬ、

キャリアウーマン
会社員

女医、女流作家、女社長、女性議員 医師、作家、社長、議員

女性を強調した表現です。
婦人 女性
看護婦、保母、保健婦

スチュワーデス

看護師、保育士、保健師

客室乗務員（キャビンアテンダント）
主人、奥さん、嫁、婿 夫、妻、配偶者、子の妻、子の夫

家に属したような表現になります。嫁にやる（もらう）、

娘を片付ける
結婚する
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男女共同参画だより

「それいゆ」とはフランス語で
「太陽」「ひまわり」のことです。

「男女共同参画社会基本法」が施行されて１０年目を迎えました。

男性も女性もひとりの人間として、
能力を発揮できる機会の確保

固定的な役割分担にとらわれず、
男女が様々な活動ができるように
社会の制度や慣行のあり方を検討する

男女が対等なパートナーとして、あらゆる分野
において、方針の決定に参画できる社会を確保

男女が対等な社会の構成員として、お互いに協
力しながら家族としての役割を果たしながら、
仕事、学習、地域活動などを行う

男女共同参画社会づくりのために、国際社会と
共に歩み、他の国々や国際機関と相互に協力

 男女の地位の平等感について（平成 18年度「志布志市男女共同参画に関する住民意識調査」より）

「男
ひ と

女がともに輝くまちづくりプラン」

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

平成20年度の

事業達成率は

68.5％！

気をつけましょう！
こんな表現

私達が何気なく日常生活で使っていることばの表現の中に、偏った
ものがあるようです。
男女の関係を対等に表現するよう気をつけましょう。



　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
い
ち
の
会
（
川
畑
充
子

会
長　

会
員
25
名
）」
げ
ん
き
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
高
吉
聖
子

さ
ん
、
福
岡
セ
ツ
子
さ
ん
、
森
幸
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

い
ち
の
会
は
、
旧
志
布
志
町
で
女
性
議
会
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
平
成
17
年
5
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

昭
和
通
り
商
店
街
を
昔
み
た
い
に
活
性
化
さ
せ
た
い
思
い
か
ら

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
「
元
気
」
を
地
域
の
活
力
へ

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

毎
週
金
・
土
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
採
れ
た
て
野
菜
、

鮮
魚
、
郷
土
菓
子
、
雑
貨
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
さ

と
新
鮮
さ
で
は
ス
ー
パ
ー
に
負
け
ま
せ
ん
。
早
朝
か
ら
長
蛇
の
列

が
で
き
て
驚
き
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
気
の
合
う
仲
間
と
の
活

動
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
か
ら
ね
。
み
な
さ
ん
が
こ
こ
に
来
れ

ば
ホ
ッ
と
す
る
憩
い
の
場
を
目
指
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～ボランティア活動～

笑顔が素敵なみなさん

Ｑ
．「
げ
ん
き
市
」を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
？

Ｑ
．具
体
的
な
内
容
や
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.5

Ｑ
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
？

Ｑ
．
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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　高齢化が進み、平均寿命が延びて、夫婦だけで暮らす時
間が長くなってきています。しかし、その一方で「熟年離婚」「定年離婚」と
言われる現象も多く見られるようになりました。
　一緒に旅行したいと考える相手について、男性は夫婦で行きたいと考える
人が多く、女性は家族や友人と行きたいと考える人が多いようです。
　「今まで会社で一生懸命働いてきた、退職後は家庭でゆっくり暮らした
いものだ」と夫が思っていても、妻の方はどうでしょう。家の中でゴロ
ゴロするだけで「メシ、フロ、寝る」では、夫の身勝手さに不満を抱える妻も少なくないようです。
　定年後の生活を充実したものにするためには、夫婦のあり方は一番重要なテーマです。これまで、家
事は多くの男性の役割分担から外されてきました。しかし、これからのよりよい家庭生活をつくり上げ
ていくためには、　男性が家事に積極的に参加することが大切です。
　今日からでも遅くはありません。「おーいお茶！」と言う前に、これからは役立つお父さんを目指し「家
庭での居場所づくり」を始めてみてはどうでしょうか。

長い老後

【お詫び】	市報 7月号「ともに輝く男女～看護師」の記事でご紹介しました中村政樹さんのお名前に誤りがありました。
	 お詫びのうえ訂正いたします。
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家庭内での役割分担
（掃除、洗濯、炊事など）

　お父さんたちが、夏休みに入った子どもと一緒に「そば打ち」を体験し、
親子で粉にまみれながら、楽しく、にぎやかな時間を過ごしました。
　これをきっかけに、家庭においても「男は仕事、女は家庭」という「固定
的役割分担」を見直すきっかけになるといいですね。
　次は、魚のさばき方や料理の基礎などの「男性料理講座」を計画していま
す。多くの方のご参加をお待ちしています。

7 月 25 日（土）　開田の里　参加者　親子 10 組

お父さんたちが
汗だくでこねました。

切った麺はふぞろいの
大きさに・・・。

作ったそばをいただきます。
お父さん、ありがとう。

～参加した子ども達の声～
 ◆お父さんと一緒で
　楽しかったあ～ !!
◆とても美味しかったけど
　硬かった。

（つなぎなしのそばでした）

お知らせ！ 「あなたもわたしも輝くまちに！」
男女共同参画シンポジウム

「男女共同参画」についてもっと聞いて、知って、身近に感じてみませんか。
■　期　日　平成 21 年 11 月 28 日（土）午後 1 時 30 分～ 4 時まで
■　会　場　志布志市文化会館
■　参加費　無　料
■　内　容　講演会、シンポジウム（体験や活動発表）、パネル展示
※　託児室もありますので事前にお申し込みください。

「男女共同参画」って

　　　　聞いたことはあるけど・・
なんだか難しそう・・・

私たちに関係あるの？

■日時　毎月、第１・第３水曜日　午後１時～５時
■場所　志布志市役所隣、有明改善センター内
■対象者　志布志市内にお住まい又は勤務されている女性
■女性支援相談のフリーダイヤル

０１２０- ７
な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４
（平日 8:30 ～ 17:00）
※相談室開設日以外は女性支援対策室につながります。

女性支援相談室の開設と
フリーダイヤルを設置しています

■基調講演
　講師　水谷護

もりひと

人氏
　（みやざき中央新聞編集長）

いちの会主催のげんき市は志
布志支所近くの昭和通で毎週
金・土曜日（９時～ 15 時）開
催しています。
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第
一
回
志
布
志
市
畜
産
振
興
大
会

　

７
月
17
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
６
０
０
人
が
集
ま
り
畜
産
振
興

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
各
畜
産
生
産
部
会
や
各

地
区
農
協
、
県
酪
農
組
合
志
布
志
支
所
及

び
志
布
志
市
に
よ
り
今
年
６
月
に
発
足
し

た
志
布
志
市
畜
産
振
興
協
議
会
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
畜
産
振
興
大
会
は
、
畜
産
振
興

協
議
会
の
設
立
を
記
念
す
る
と
共
に
、
市

内
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
図
る
た

め
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
や
講
演
会
の
ほ
か
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
活
気
溢
れ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

多くの関係者が出席しました

み
な
と
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

み
な
と
ま
つ
り
に
向
け
て
市
内
各
地
で

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
７
月
24
日
、
ま
つ
り
会
場
周
辺

の
清
掃
活
動
を
鹿
児
島
信
用
金
庫
ハ
ッ

ピ
ー
会
（
榎
和
臣
代
表
）
の
会
員
20
人
が

行
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
鹿
児
島
信
用
金
庫
本
店
の
80
周

年
を
記
念
し
て
み
な
と
ま
つ
り
の
時
期
に

な
る
と
ご
み
拾
い
の
ほ
か
除
草
作
業
等
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
で
15
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
の
日
も
、
雑
草
や
歩
道
沿
い
に
溜

ま
っ
た
砂
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
を
搬
出

し
ま
し
た
。

　

代
表
の
榎
さ
ん
は
「
来
場
者
に
少
し
で

も
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
は
持
ち
帰
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

クリーン作戦を行ったハッピー会の皆さん

薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け

　

７
月
12
日
、
志
布
志
保
健
所
の
主
催
で

薬
物
乱
用
の
防
止
を
呼
び
掛
け
る「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
」
普
及
運
動
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
、
市
内
の
大
型
量
販
店
等
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
麻
薬
等
の
薬
物
乱
用
問
題
が

全
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
中

高
生
な
ど
青
少
年
の
間
で
薬
物
乱
用
に
対

す
る
警
戒
心
や
抵
抗
感
が
薄
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
中
高
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

３
０
０
人
が
参
加
し
、
買
い
物
客
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
物
撲
滅
支

援
の
た
め
の
募
金
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

買い物客に薬物の怖さを訴える生徒

九
州
地
方
整
備
局
長
表
彰
を
受
賞

　

７
月
21
日
、
福
岡
県
で
行
わ
れ
た
平
成

21
年
「
海
の
日
」
表
彰
式
典
で
志
布
志
市

が
九
州
地
方
整
備
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た

　

こ
れ
は
、
志
布
志
港
新
若
浜
地
区
多
目

的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
部
、
新
若
浜
地

区
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用
開

始
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
、
志
布
志
港

の
発
展
の
た
め
、
東
京
や
福
岡
な
ど
で
の

港
湾
の
振
興
・
整
備
促
進
の
た
め
の
要
望

活
動
、
情
報
交
換
の
場
に
積
極
的
に
参
加

し
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
状
で
す
。

　

７
月
22
日
、
市
役
所
で
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
志
布
志
港
湾
事
務
所
の

外そ
と
へ
ぼ

枦
保
勝
所
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
更
な
る
志
布
志
港
の
発

展
に
向
け
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

市役所で表彰伝達が行われました

市役所前で行われた学校訪問の出発式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
全
て
の

国
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で

59
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
有
明
地
区
の
保
護

司
、
更
生
保
護
女
性
会
お
よ
び
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

の
皆
さ
ん
約
20
人
が
、
７
月
８
日
、
地
区

内
の
小
・
中
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
各
学
校
の
実
情
を
知
る

と
と
も
に
、
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た「
ぞ
う
き
ん
」を
贈
呈
す
る
も
の

で
、20
年
以
上
継
続
し
て
い
る
活
動
で
す
。

　

訪
問
先
の
学
校
で
は
、贈
呈
さ
れ
た「
ぞ

う
き
ん
」
を
有
難
く
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
と
い
う
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ

つ
を
受
け
ま
し
た
。

松
山
神
社
の
六
月
灯

　

７
月
25
日
、新
橋
地
区
の
松
山
神
社
で
、

恒
例
の
六
月
灯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
神
社
か
ら
新
橋
公
民

館
ま
で
、松
山
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、

各
地
域
の
子
ど
も
会
が
中
心
に
作
成
し
た

手
作
り
の
神
輿
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
大
勢

の
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
元
気
よ

く
練
り
歩
き
ま
し
た
。
夜
は
、
境
内
を
子

ど
も
た
ち
が
製
作
し
た
灯
籠
で
飾
り
付

け
、
舞
台
で
は
保
育
園
児
や
踊
り
・
太
極

拳
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
の
ほ
か
花
火

も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
六
月
灯
は
、
南
九
州
特
有
の
夏
の

風
物
詩
で
、
実
行
委
員
会
は
こ
の
伝
統
を

守
り
続
け
て
い
こ
う
と
誓
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

手作りみこしでパレードしました

高
齢
者
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

７
月
28
日
、
志
布
志
警
察
署
で
「
交
通

安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
参
加
す
る
３
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
８
月
１
日
か
ら
半
年
間
の
無

事
故
・
無
違
反
を
目
指
し
て
交
通
安
全
意

識
向
上
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
行
動
の
輪

の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

も
の
で
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
通
山

高
砂
長
寿
会
と
下
通
山
老
人
ク
ラ
ブ
楽
生

会
、
し
ぶ
あ
い
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
が
警

察
署
を
訪
れ
、
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
代
表
は
指
定
書
を
受
け
取
る
と
「
他

の
高
齢
者
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
無
事

故
・
無
違
反
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

高齢者のお手本となるべく挑戦します！
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に
っ
ぽ
ん
丸
が
志
布
志
港
に
初
入
港

　

７
月
６
日
、
大
型
客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸

（
２
万
１
９
０
３
㌧
）」
が
志
布
志
港
観
光

バ
ー
ス
に
初
寄
港
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、商
船
三
井
客
船
の
ツ
ア
ー「
南

九
州
・
宇
和
島
・
宿
毛
ク
ル
ー
ズ
」
に
よ

る
寄
港
で
、
太
鼓
の
演
奏
の
ほ
か
ハ
モ
宣

伝
隊
に
よ
る
特
産
の
ハ
モ
の
吸
い
物
、
和

香
園
の
お
茶
な
ど
で
約
４
０
０
人
の
乗
客

を
歓
迎
し
ま
し
た
。
ま
た
、
志
布
志
市
造

園
協
会
と
志
布
志
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
手
に
よ
る
ひ
ま
わ
り
の
「
志
」
の

花
文
字
に
乗
客
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
典
で
に
っ
ぽ
ん
丸
の
白
川
光
晴

船
長
は
「
と
て
も
温
か
い
お
も
て
な
し
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
機
会
が

あ
れ
ば
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

志布志港初入港の歓迎式典であいさつする白川船長
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一斉に放流を行う子どもたち

ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
を
放
流

　

７
月
10
日
、
夏
井
漁
港
で
ト
ラ
フ
グ
の

稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
放

流
は
、
水
産
資
源
の
保
護
を
目
的
に
20
年

程
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
流
に
は
、
海
や
魚
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
有
明
地
区
の
保
育
園
児
59
人
も
参

加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小
雨
が

ぱ
ら
つ
く
中
、
体
長
５
㌢
程
の
稚
魚
を
波

打
ち
際
ま
で
運
び
海
に
放
し
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
参
加
し
た
全
員
で
「
大
き
く

な
っ
て
ね
」
と
ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
に
呼
び

か
け
、
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
は
1
年
後
に
は

30
㌢
前
後
ま
で
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。放
流
を
し
た
古
川
梨り

の乃
ち
ゃ
ん
は「
楽

し
か
っ
た
。赤
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

活躍した松山中学校剣道部の皆さん

松
山
中
学
校
剣
道
部
が
全
国
大
会
へ

　

７
月
21
日
、
22
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
た
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
松
山
中
学

校
剣
道
部
が
団
体
女
子
で
優
勝
し
、
全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
ほ
か
、
男
子
個
人
戦
で
折

田
将ま

さ
ひ
ろ大

さ
ん
が
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
九
州

大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

女
子
団
体
戦
で
は
、
昨
年
12
月
の
新
人

戦
、今
年
５
月
の
県
大
会
準
優
勝
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
か
初
戦
で
は
動
き
が
堅
か
っ

た
の
で
す
が
、
勝
ち
進
む
に
つ
れ
て
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
3
日
、
全
国
大
会
、
九
州
大
会
の

出
場
を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
た
剣
道
部
の

皆
さ
ん
は
「
県
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
８
月
20
日
か
ら
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

日
食
観
測
会
を
行
い
ま
し
た

　

7
月
22
日
、
日
本
で
は
46
年
ぶ
り
と
な

る
皆
既
日
食
を
観
測
し
よ
う
と
市
内
の
各

学
校
で
は
観
測
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

有
明
小
学
校
、
公
民
館
で
は
「
日
食
の

観
測
を
通
じ
宇
宙
を
感
じ
よ
う
」
と
、
講

師
に
鹿
児
島
天
文
学
会
会
員
の
上
田
聰
先

生
を
迎
え
て
観
測
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
室
内
で
日
食
の
仕
組
み
や
月

や
星
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

観
測
会
で
は
、
厚
い
雲
の
切
れ
間
か
ら
太

陽
が
現
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を

あ
げ
て
太
陽
を
観
測
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
食
を
観
測
し
た
６
年
生
の
八
重
慶
一

さ
ん
は
「
太
陽
が
欠
け
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
宇
宙
に

つ
い
て
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

雲の合間から見える日食に見入る子どもたち

体
験
学
習
で
蓬
の
郷
の
除
草
作
業

　

７
月
15
日
、
蓬
の
郷
親
水
公
園
の
除
草

作
業
な
ど
を
都
城
東
高
校
の
生
徒
と
保
護

者
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
勤
労
体
験
学
習
の
一
環
で
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
同
校

の
志
布
志
市
と
大
崎
町
の
生
徒
12
人
が
保

護
者
と
と
も
に
蓬
の
郷
に
集
合
し
今
年
植

樹
し
た
山さ

ざ
ん
か

茶
花
の
幼
木
の
周
辺
の
除
草
や

ア
ジ
サ
イ
の
剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

暑
い
日
差
し
の
中
で
行
っ
た
作
業
で
、

公
園
土
手
で
雑
草
に
埋
も
れ
て
い
た
山
茶

花
も
大
分
、
元
気
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

志
布
志
中
学
校
出
身
で
自
動
車
科
２
年

の
鶴
水
雄
也
さ
ん
は
「
慣
れ
な
い
作
業
で

大
変
で
す
が
、
公
園
が
き
れ
い
に
な
っ
て

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

除草作業をする高校生と保護者

海
開
き
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流

　

７
月
11
日
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
で
海

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
海
水
浴
場

は
、
市
内
唯
一
の
海
水
浴
場
で
、
き
れ
い

な
砂
浜
と
良
好
な
水
質
が
特
徴
で
す
。

　

安
全
を
祈
願
す
る
神
事
の
あ
と
、
志
布

志
市
内
に
あ
る
３
つ
の
保
育
園
の
園
児
た

ち
が
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
一
斉
に
海
に

入
り
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
昨
年
９
月

に
ふ
化
し
、
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
保

護
し
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

体
長
10
㌢
ほ
ど
に
成
長
し
た
ウ
ミ
ガ
メ

は
元
気
良
く
泳
い
で
沖
へ
と
向
い
、
園
児

た
ち
は
手
を
振
り
な
が
ら
見
送
っ
て
い
ま

し
た
。

ウミガメを手に歓声をあげる子どもたち

中
学
生
が
読
み
聞
か
せ
に
挑
戦

　

７
月
10
日
、
松
山
中
学
校
３
年
２
組
の

文
化
部
と
希
望
者
８
人
が
、
隣
に
あ
る
泰

野
小
学
校
の
1
年
生
か
ら
４
年
生
の
児
童

に
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
中
学
校
が
本
年
度
、
県
読
書

指
導
研
究
推
進
校
の
指
定
を
う
け
た
取
り
組

み
の
中
で
「
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て

み
た
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
読
み
聞
か
せ
に
む
け
、
生
徒
達

は
、
学
年
に
合
わ
せ
た
本
の
選
択
や
紙
芝
居

の
準
備
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
教
室
で
紙
芝
居
を
し
た
新
村
奈

那
さ
ん
と
吉
元
美
紗
さ
ん
は
「
最
初
は
緊

張
し
た
け
ど
、
子
ど
も
達
が
夢
中
に
な
っ

て
聞
い
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。
ま
た
、
挑

戦
し
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

紙芝居に夢中になる泰野小学校の児童

４月２４日はしぶしの日４月２４日はしぶしの日
し ぶ   し

2009.8 ■市報しぶし　8

小
規
模
校
の
集
合
学
習

　

7
月
2
日
、
八
野
小
学
校
で
、
潤
ヶ
野

小
学
校
、
田
之
浦
小
学
校
、
森
山
小
学
校

の
４
校
３
・
４
年
生
計
28
人
に
よ
る
集
合

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
複
式
・
小
規
模
校
の
児
童
が

一
緒
に
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
互
い
に
刺

激
し
合
い
交
流
し
合
い
な
が
ら
、
積
極
的

に
学
習
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

  

交
歓
会
で
お
互
い
に
楽
し
く
交
流
し
た

あ
と
、
学
年
別
に
国
語
や
算
数
な
ど
の
学

習
を
し
ま
し
た
。
給
食
を
一
緒
に
食
べ
、

昼
休
み
に
は
み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

り
、
清
掃
時
間
に
校
庭
の
草
取
り
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
午
後
に
は
体
育
の
合
同
学

習
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
と
、
大
人
数
で
の

活
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ふだんより賑やかな教室で授業をうける子どもたち

八
野
小
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

７
月
16
日
、
八
野
小
学
校
の
児
童
が
、

学
校
の
近
く
に
あ
る
校
区
公
民
館
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
近
く
に
あ
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
清
掃
で
は
、
分
別
さ
れ
ず
に
捨
て
ら

れ
た
、弁
当
が
ら
や
空
き
缶
等
を
分
別
し
、

中
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
き
れ
い
に
処
理

し
ま
し
た
。
ま
た
、周
辺
の
清
掃
も
行
い
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
区
公
民
館
の
清
掃
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
老
人
会
と
の
触
れ
合
い
活
動

や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
で
、
利
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
お
礼
を
込
め
て
、
公
民
館

の
調
理
場
・
ト
イ
レ
・
集
会
室
を
き
れ
い

に
し
ま
し
た
。

分別作業を行う八野小の児童
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原
田
温
泉
の
水
が
復
活
！

　

有
明
町
原
田
の
原
田
小
学
校
の
近
く
に

に
無
料
の
水
汲
み
場
が
出
現
し
、
地
域
で

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
汲
み
場
は
、
大
崎
町
で
ボ
ー
リ

ク
ン
グ
業
を
営
ん
で
い
る
村
田
清き

よ
ひ
さ尚

さ
ん

が
３
年
前
に
ボ
ー
リ
ン
グ
（
試
錐
）
し
て

今
年
２
月
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
村
田
さ
ん
が
以
前
、
火
傷
を

負
っ
た
と
き
、
知
人
に
紹
介
さ
れ
「
原
田

温
泉
」
に
行
っ
た
と
こ
ろ
症
状
が
改
善
し

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
数
年
前
に
そ
の

温
泉
が
な
く
な
っ
た
と
聞
き
、
知
人
の
土

地
の
一
角
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
の
施

設
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
、

職
業
を
通
じ
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

汲み上げられた水に笑顔の村田さん

国
際
の
森
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

７
月
16
日
、
ダ
グ
リ
岬
の
背
後
に
そ
び

え
る
標
高
２
７
０
㍍
の
陣
岳
国
際
の
森
の

清
掃
作
業
を
志
布
志
か
ら
い
も
交
流
友
の

会
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
か
ら
い
も
交
流
で
こ
れ
ま

で
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
家

族
が
集
ま
っ
て
い
る
も
の
で
、約
30
年
間
、

夏
の
受
け
入
れ
時
期
に
会
の
交
流
を
兼
ね

て
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
長
岡
耕
二
さ
ん
は
「
今
年
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
係
で
、
夏
の

受
け
入
れ
が
無
く
て
残
念
で
す
が
、
私
た

ち
の
活
動
は
国
際
交
流
の
草
の
根
運
動
と

し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
集
ま
っ
た
会
員
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

思い出の木の周りを草刈り機で刈りました

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
の
ご
み
拾
い

　

７
月
４
日
、
株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
の
社

員
71
人
が
、
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
の
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
海
開
き
を
前
に
、
訪
れ
た
人

に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
研
修
勉
強
会
・

安
全
大
会
の
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
の
活
動
で
は
粗
大
ご
み
が

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ほ
か
多
量
の
竹
や

木
屑
等
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
正
司

さ
ん
は
「
当
社
の
企
業
活
動
で
は
地
域
の

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で

少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

きれいになった海水浴場で記念写真

手
作
り
ぞ
う
き
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

７
月
14
日
、
松
山
町
地
域
女
性
連
絡
協

議
会
（
泰
野
校
区
婦
人
会
）
が
母
校
で
あ

る
泰
野
小
学
校
の
子
ど
も
達
に
手
作
り
の

ぞ
う
き
ん
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ぞ
う
き
ん
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
、

一
枚
一
枚
気
持
ち
を
込
め
て
手
縫
い
で

作
っ
た
も
の
で
す
。

　

副
会
長
の
原
口
百
合
子
さ
ん
は
「
い
つ

も
き
れ
い
な
校
庭
・
教
室
で
す
が
、
こ
の

ぞ
う
き
ん
を
使
っ
て
い
た
だ
き
益
々
磨
き

を
か
け
て
、
美
し
い
環
境
で
勉
強
に
ス

ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
矢

﨑
哲
意
校
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ぞ
う
き
ん
は
、
さ
っ
そ
く
子
ど
も

た
ち
に
配
ら
れ
毎
日
の
掃
除
に
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。
心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

校長にぞうきんを手渡す会員
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水
田
の
希
少
生
物
を
調
査

　

７
月
23
日
、
８
月
か
ら
土
地
改
良
事
業
が

行
わ
れ
る
野
井
倉
下
段
地
区
の
生
態
系
調
査

を
市
と
県
、
土
改
連
、
野
井
倉
下
段
地
区
農

村
環
境
保
全
協
議
会
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
13
年
度
に
土
地
改
良
法
が

改
正
さ
れ
、
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
お
い

て
は
「
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮
」
が
義
務

付
け
ら
れ
た
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

調
査
で
コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
等
の
珍

し
い
昆
虫
な
ど
も
発
見
さ
れ
、
今
後
の
工

事
で
は
こ
の
よ
う
な
希
少
生
物
の
生
態
系

に
配
慮
し
た
施
工
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
に
参
加
し
た
坂
中
正
人
さ
ん
は

「
昔
に
比
べ
れ
ば
昆
虫
の
種
類
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
保
全
活
動
に
期
待

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
で
日
本
縦
断

　

有
明
町
蓬
原
の
坂
口
信
二
さ
ん
が
、
鹿

児
島
県
の
佐
多
岬
か
ら
北
海
道
の
宗
谷
岬

ま
で
２
９
１
６
㌔
の
自
転
車
で
の
縦
断
を

行
い
ま
し
た
。

　

坂
口
さ
ん
は
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
こ
の

旅
を
、定
年
退
職
を
機
に
「
今
し
か
な
い
」

と
挑
戦
し
た
も
の
で
、
５
月
14
日
に
自
宅

を
出
発
し
て
佐
多
岬
に
向
か
い
、
毎
日
約

１
０
０
㌔
を
走
行
し
６
月
18
日
に
宗
谷
岬

に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
を

半
周
し
て
飛
行
機
で
鹿
児
島
に
帰
り
、
空

港
か
ら
自
宅
ま
で
4
時
間
か
け
て
自
転
車

で
帰
り
ま
し
た
。

　

旅
を
終
え
て
「
様
々
な
出
会
い
が
あ
っ

た
り
し
て
と
て
も
良
い
旅
で
し
た
。
大
変

だ
っ
た
け
ど
良
い
思
い
出
し
か
な
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

日本最北端に立つ坂口さん

小
松
の
里
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

7
月
8
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小

松
の
里
で
、
有
明
地
区
の
建
設
業
者
10
社

が
参
加
し
て
園
庭
の
除
草
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
利
用
者
の
方
々
に
暑
い
夏
を

心
地
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
平
成

17
年
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
30
人
は
慣
れ
た
手

つ
き
で
垣
根
や
芝
生
の
手
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
世
話
人
の
南
末

男
さ
ん
は
「
翌
週
に
は
夏
ま
つ
り
も
あ
る

の
で
、
人
生
の
先
輩
の
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
暑
い
中
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。

園内の除草作業などをボランティアで行いました

希少生物の調査を行った関係者の皆さん

二
輪
車
運
転
技
能
講
習

　

７
月
15
日
、
志
布
志
自
動
車
学
校
で
、

尚
志
館
高
校
の
原
動
機
付
自
転
車
で
通
学

す
る
生
徒
１
０
４
人
が
参
加
し
て
二
輪
車

運
転
技
能
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
自
動
車
学
校
と
志
布
志
警

察
署
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
講
話

や
法
規
走
行
、
事
故
事
例
を
基
に
し
た

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
３
班
に
分
か
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
二
輪
普
及
協

会
の
会
員
３
人
が
オ
ー
ト
バ
イ
の
整
備
点

検
を
行
い
ま
し
た
。

　

点
検
を
行
っ
た
二
輪
普
及
協
会
の
会
員

の
皆
さ
ん
は
「
最
近
は
、
違
法
改
造
等
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
整
備
の
行
き
届

い
て
い
な
い
車
両
が
目
に
つ
き
ま
す
。
安

全
の
た
め
に
も
愛
車
の
点
検
を
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二輪車の点検を行う普及協会の会員
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市
内
出
身
選
手
が
柔
道
で
活
躍

　

７
月
５
日
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
九

州
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

で
、
鹿
児
島
商
業
高
校
３
年
の
大
王
光
貴

選
手
（
志
布
志
中
出
身
）
が
、
マ
イ
ナ
ス

１
０
０
㌔
級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
王
選
手
は
幼
少
の
頃
に
柔
道
を
始

め
、
現
在
は
鹿
児
島
市
内
の
高
校
に
進
学

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
１
月
に
行
わ
れ
た

県
高
校
柔
道
選
手
権
の
団
体
戦
で
優
勝
の

ほ
か
、
5
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
で

個
人
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
20
歳
以
下
の
大
学
生
や
社

会
人
の
出
場
す
る
中
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
自
信
が
つ
い
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

9
月
13
日
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選

手
権
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
志
布
志
の
鱧は
も
て
ん天

」
が
最
高
賞
に
！

　

７
月
２
日
、
指
宿
市
で
開
催
さ
れ
た
県

漁
業
振
興
大
会
水
産
物
品
評
会
で
、
最
高

賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
市
内
の
岡
留
蒲

鉾
本
舗
（
岡
留
洋
治
代
表
取
締
役
会
長
）

の
「
志
布
志
の
鱧
天
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
節
類
や
ね
り
製
品
等
の
５

部
門
に
１
２
３
点
の
出
展
が
あ
っ
た
中
で

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
さ
つ
ま
あ
げ
の
具
材
に

市
内
産
の
ハ
モ
を
皮
ご
と
使
用
し
た
製
品

で
ハ
モ
の
う
ま
み
と
食
感
が
引
き
出
さ
れ

て
い
る
の
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、
同
社
専
務
の
岡
留
功
治
さ

ん
が
受
賞
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
岡
留
さ
ん
は
「
志
布
志
市
の
水
産
加

工
物
の
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

市役所に最高賞の報告に訪れた岡留専務と「志布志の鱧天」

２
０
０
９
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　

盛
大
に
開
催

　

７
月
27
日
、
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
が

志
布
志
港
を
中
心
と
し
た
特
設
会
場
で
開

催
さ
れ
約
８
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

当
初
は
26
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、

天
候
の
影
響
に
よ
り
順
延
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
舞
台
演
芸
の
地
元
の
和

太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
太
鼓
の
演
奏
に
は
じ
ま

り
、
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
、
約
１
万
発
の

花
火
と
会
場
に
集
ま
っ
た
方
は
存
分
に
楽

し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
の
尺
玉
連
発
が
上
が
る

と
会
場
内
は
拍
手
や
歓
声
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

前
日
の
26
日
に
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
護
衛
艦
「
し
ま
か
ぜ
」
の
一

般
公
開
や
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」
等
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
や

若
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
ま
つ
り
の
後
の
ご
み
の
散
乱
に

悩
ま
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
会
場

内
３
か
所
に
設
け
、
分
別
指
導
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
例
年
よ
り
ご
み
は
少
な
い
よ
う

で
し
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
心
無
い
来
場

者
が
残
し
た
ご
み
が
あ
り
、
翌
日
は
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
り
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

潤
ケ
野
分
団
が
県
大
会
３
位
入
賞

　

７
月
16
日
、
日
置
市
伊
集
院
総
合
体
育
館

で
鹿
児
島
県
消
防
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
先
に
行
わ
れ
た
地
区
大
会
で
優
勝

し
た
潤
ケ
野
分
団
が
曽
於
支
部
の
代
表
と
し

て
出
場
し
、
3
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
消
防
団
が
基
礎

体
力
の
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、
隔
年
で
消
防
操
法
大
会
と
交
互
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
11
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
大
会
で
、
潤
ケ
野
分
団
は
抜

群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
進
み
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
前
は
、
日
常
の
仕
事
や
消
防
活
動

の
後
に
練
習
を
行
っ
た
と
い
う
分
団
の
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

3 位入賞した潤ヶ野分団の皆さん
「
夢
し
ず
く
」
が
で
き
ま
し
た

　

６
月
22
日
、「
し
ぶ
し
夢
し
ず
く
工
房
」

の
利
用
者
が
原
材
料
の
芋
の
植
付
け
か
ら

収
穫
、
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
の

工
程
に
か
か
わ
り
作
り
上
げ
た
焼
酎
「
夢

し
ず
く
」
が
完
成
し
、
市
役
所
に
そ
の
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

県
の
特
産
品
で
も
あ
る
焼
酎
づ
く
り
を

通
し
て
知
的
障
害
者
が
働
く
場
を
増
や
そ

う
と
、
平
成
17
年
に
、
し
ぶ
し
夢
し
ず
く

工
房
と
そ
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
若
潮
酒

造
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
作
業
を
始
め

て
４
年
に
な
り
ま
す
。

　

報
告
に
訪
れ
た
工
房
の
皆
さ
ん
は
「
今

年
も
お
い
し
い
焼
酎
が
で
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
に
飲
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

完成を喜ぶしぶし夢しずく工房の皆さんと関係者

チームメイト等とともに優勝を喜ぶ大王選手（右から2人目）



　

廣
岡
慎
吾
さ
ん
（
志
布
志
町
内
之
倉
）

は
、
今
年
度
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
ピ
ー
マ

ン
専
門
部
会
会
長
に
農
業
公
社
の
修
了
生

と
し
て
初
め
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

化
学
会
社
の
医
薬
部
門
で
開
発
を
担
当

し
、
臨
床
試
験
等
に
没
頭
し
て
い
た
廣
岡

さ
ん
が
、
妻
の
明
子
さ
ん
と
と
も
に
ピ
ー

マ
ン
農
家
を
志
し
て
志
布
志
市
に
来
て
か

ら
９
年
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
第
５
期
生
と
し
て
入
所
し

た
研
修
の
１
年
目
は
段
取
り
も
何
も
分
か

ら
な
か
っ
た
た
め
に
と
て
も
大
変
だ
っ
た

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
、
自
宅
の
近
く
に
廣
岡
さ
ん
の
仕

事
場
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
約
20

㌃
の
作
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
は
他
の
作
物
と
違
い
10
月
か

ら
５
月
と
い
う
長
い
間
収
穫
が
続
く
た

め
、
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

の
が
大
変
だ
と
い
い
ま
す
。

　

暑
い
時
期
は
早
朝
5
時
頃
か
ら
8
時
頃

ま
で
作
業
を
行
い
、
日
中
は
休
息
し
て
夕

方
に
ま
た
畑
に
出
向
く
と
い
い
ま
す
。

　

収
量
等
に
つ
い
て
は
「
会
員
の
中
で
は

一
番
下
の
ク
ラ
ス
」
と
笑
う
廣
岡
さ
ん
で

す
が
、
こ
こ
数
年
は
ピ
ー
マ
ン
に
被
害
を

及
ぼ
す
ス
リ
ッ
プ
ス
類
（
植
物
を
食
害
す

る
害
虫
）
に
対
し
て
天
敵
を
使
っ
た
病
害

虫
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
ス
リ
ッ
プ
ス
類
を
捕
食
す

る
肉
食
の
昆
虫
（
益
虫
）
を
使
用
し
て
、

ハ
ウ
ス
内
に
侵
入
す
る
害
虫
が
増
加
し
な

い
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
殺
虫
剤
の
使
用
が
限
ら
れ
る
な
ど
課

題
も
多
く
、
収
量
を
維
持
す
る
の
も
大
変

だ
と
い
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
栽
培
計
画
に
関
し
て
は
夫
婦

で
話
し
合
う
と
い
い
、
経
理
に
つ
い
て
は

妻
の
明
子
さ
ん
が
、
そ
し
て
病
害
虫
の
防

除
に
つ
い
て
は
慎
吾
さ
ん
が
役
割
分
担
を

し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ッ
ト
が
趣
味
と
い
う
慎
吾
さ
ん
は
、
都

会
に
い
る
と
き
は
2
時
間
か
け
て
海
に
出
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
10
分
位
で
行
け
る

と
志
布
志
市
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
会
議
等
が
多
く
時
間
が
無

い
の
が
悩
み
の
種
だ
と
い
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
、
消
防
団

や
地
域
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
現
在
は
志
布
志
市
の
特
産
品
の
一
つ

で
も
あ
る
ピ
ー
マ
ン
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

愛犬も一緒に志布志市暮らしを満喫する廣岡さん夫妻

Vol33.廣岡慎吾さん（55 歳）

今年、初めて志布志市のピーマンの出荷額が10億円を突破し7月13日には記念式典が行われました。

ＪＡそお鹿児島ピーマン専門部会会長
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N
e
w

s

市
の
ピ
ー
マ
ン
販
売
10
億
円
達
成
！

　

７
月
13
日
、
志
布
志
市
の
ピ
ー
マ
ン
の

販
売
金
額
10
億
円
達
成
と
、
か
ご
し
ま
ブ

ラ
ン
ド
産
地
指
定
を
祝
う
大
会
が
、
大
黒

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
旧
町
時
代
か
ら
農
業
公
社
に
よ

る
新
規
就
農
者
の
育
成
等
に
よ
り
ピ
ー
マ

ン
の
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
「
冬
春
ピ
ー
マ
ン
」
の
出
荷
量

が
お
よ
そ
２
２
０
０
㌧
、
販
売
金
額
は

10
億
７
０
０
０
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

JA
そ
お
鹿
児
島
等
が
開
い
た
記
念
大
会

で
は
、
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
指
定
証

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
大
石
晃
平
さ
ん
は

「
73
人
の
ピ
ー
マ
ン
部
会
員
が
一
致
団
結

し
、
今
以
上
に
信
頼
さ
れ
る
『
安
心
・
安

全
で
お
い
し
い
ピ
ー
マ
ン
』
の
産
地
づ
く

り
を
進
め
る
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

記念大会で決意を新たにする関係者の皆さん

農
業
公
社
研
修
生
の
修
了
式

　

７
月
14
日
、
農
業
公
社
研
修
生
修
了
式

が
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
で
行
わ
れ
、
関
係

者
約
60
人
が
見
守
る
中
、
志
布
志
事
業
所

12
期
生
２
家
族
４
人
は
、
修
了
証
書
を
手

に
ピ
ー
マ
ン
農
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

市
農
業
公
社
は
、
市
の
基
幹
作
目
で
あ

る
「
施
設
ピ
ー
マ
ン
」
を
対
象
に
農
業
の

経
営
手
法
や
技
術
の
実
践
研
修
を
２
年
間

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
期
生
の
湯
本
智
幸
さ
ん
は
「
農
業
は

初
め
て
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
会
社
と

違
い
横
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
」
と
研
修
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

現
在
市
内
に
は
73
戸
の
ピ
ー
マ
ン
農
家

が
18
㌶
で
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一人ひとりに修了証書が手渡されました

小学校水泳記録会を開催しました（■新記録）
　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 50m 自由形 山 田 亮 雅 八 野 33″14
5 年女子 50m 自由形 西 村 弥 久 志布志 37″48
5 年男子 50m 背泳ぎ 安 田 和 磨 香 月 42″11
5 年女子 50m 背泳ぎ 髙 濵　 愛 安 楽 45″80
5 年男子 50m 平泳ぎ 安 田 和 磨 香 月 46″07
5 年女子 50m 平泳ぎ 新 保 明 里 香 月 50″69
5 年男子 50m バタフライ 山 田 亮 雅 八 野 40″60
5 年女子 50m バタフライ 西 村 弥 久 志布志 41″70
6 年男子 50m 自由形 宮 地 亮 輔 志布志 35″43
6 年女子 50m 自由形 尾 崎 日 向 安 楽 33″52
6 年男子 100m 自由形 大 保 順 平 香 月 1′15″07
6 年女子 100m 自由形 田 原 咲 彩 志布志 1′18″62
6 年男子 50m 背泳ぎ 竹 田 雄 大 安 楽 56″32
6 年女子 50m 背泳ぎ 田 原 咲 彩 志布志 43″31
6 年男子 50m 平泳ぎ 柿 並 貴 道 志布志 45″07
6 年女子 50m 平泳ぎ 尾 崎 日 向 安 楽 45″84
6 年男子 100m 平泳ぎ 柿 並 貴 道 志布志 1′38″75
6 年女子 100m 平泳ぎ 吉 國 都 萌 野 神 1′59″16
6 年男子 50m バタフライ 谷 口 優 善 志布志 39″82
6 年女子 50m バタフライ 吉 國 都 萌 野 神 47″70
共通男子 200m リレー 志布志 2′23″83
共通女子 200m リレー 志布志 2′32″98
混合 200m リレー 田之浦 3′08″30

　7月 24 日、志布志市屋内温水プールで志布志市小学
校水泳記録会が開催されました。
　当日は市内 17 の全てのの小学校の子どもたちが集ま
り、日頃の練習の成果を発揮していました。

大きな声援を受けて頑張りました



■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 282）
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※先月と今月号で若浜地区の掲載希望のあった事業所を紹介しました。
　市内で紹介を希望される事業所等ありましたら市役所港湾商工課までご連絡ください。

⑧㈱鹿児島商運組　志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3273-9
　℡ 099-472-3815
　代表　所長　若松英樹
　従業員数　21 名
■業務内容
　港湾運送・荷役・倉庫業・酪農関
　連輸送
　取扱品目としては、飼料用副原料（大
豆粕・なたね粕）、肥料、石灰石、牛乳
■その他　
　運送事業、港湾運送事業及び倉庫
業において顧客との絶対的な信頼を
得、顧客のニーズに応えるとともに
社会に貢献いたします。

⑦横浜冷凍株式会社
　志布志物流センター
　志布志市志布志町志布志 3294-7
　℡ 099-473-2248
　代表　所長　安田正美
　従業員数　16 名
■業務内容
　鶏肉・豚肉・甘藷・魚等の保管業
■その他
　最近の動向としては、農産物の依
頼は増加傾向にありますが、畜産物
の流通が停滞気味となっています。

⑥鹿児島共同配車センター
　事業協同組合　志布志給油所
　志布志市志布志町志布志 3273-2
　℡ 099-473-2291
　代表　代表理事　里村定夫
　従業員数　３名
■業務内容　
　燃料共同購買による給油事業、貨
物利用運送業
■その他
　九州の運送業界では、九州通商産
業局より初めて認可を受けた組合員
方式です。
　貨物輸送業を通じて社会に貢献し
ます。

⑪帝国倉庫運輸株式会社
　志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3301
　℡ 099-472-0815
　代表　所長　杉村茂美
　従業員数　10 名
■業務内容　
　港湾荷役及び飼・肥料原料の保管・
出荷
■その他
　貨物の特性を十分に理解し、その
貨物に適した保管、管理を心掛けて
います。

⑩株式会社　志布志臨海産業
　志布志市志布志町志布志 3284
　℡ 099-472-1101
　代表　代表取締役　山本末作
　従業員数　20 名
■業務内容　
　貸し事務所、小売業
■その他　　
　貸し事務所業等を通じて地域に貢
献いたします。

⑨伊藤忠飼料株式会社　志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3298
　℡ 099-473-3581
　代表　工場長　神田種満
　従業員数　26 名
■業務内容　鶏・豚・牛用配合飼料製
造（月間 27,500 トン）。原料の加工・流通
段階から厳重な品質管理を行い、生産・出
荷に至るまで徹底した衛生管理を実施し
て、安心安全な製品の供給に努めています。
■その他　「畜水産事業を通じて広く
社会に貢献する」という企業理念の
もと、当社及びグループ会社事業活
動を通じて積極的に環境保全活動を
行い、広く社会との共生を図ります。

②大町商事㈱志布志湾油槽所
　志布志市志布志町志布志 269-1
　℡ 099-472-2218
　代表　代表取締役　大町博美
　従業員数　６名
■業務内容
　船舶給油船による内航・外航船舶
への海上給油（A重油・軽油）
■その他　
　志布志湾油槽所…タンク 3基
　総容量 1,000 キロリットル
　エネルギー需要構造の変化・ニー
ズの多様化に対応し、お客様に信頼
と価値あるサービスを提供し、エネ
ルギーの安定供給に努めていきます。

①志布志貨物自動車等企業組合・
　志布志貨物海運株式会社
　志布志市志布志町帖 6617
　℡ 099-472-1037
　代表　代表取締役社長　吉村望平
　従業員数　32名（自動車）28名（海運業）
■業務内容　運送業・倉庫業・港湾荷役業他
独自の輸送ネットワークにより、南
九州から全国へ、そして海外へも青
果物・飼料・食品・工業製品など様々
な貨物を輸送しています。
■その他　お客様にローコストでハイ
クオリティなサービスを提供する。また、
物流を通じてお客様、地域社会の発展に
貢献することを企業理念としています。

⑤蔵満自動車有限会社
　志布志市志布志町志布志 3267
　℡ 099-472-0045
　代表　代表取締役　蔵満昭子
　従業員数　８名
■業務内容　
　自動車整備業
■その他
　車両の一般整備・民間車検工場と
して「誠実」をモットーに営業して
います。
　志布志港で働く車両を始め、大型
車の整備を専門としています。

④南九州マリンサービス株式会社
　志布志市志布志町志布志 3269-2
　℡ 099-473-4179
　代表　代表取締役　上島広一
　従業員数　13 名
■業務内容　
　船舶代理店、曳船業、ダイヤモン
ドフェリー総代理店
■その他　　
　志布志港に入港する外航船舶の代
理店及び大型船の入出港作業に使用す
るタグボートによるサービスを行って
います。また㈱ダイヤモンドフェリー
の総代理店として、窓口業務など船舶
に関する業務を行っています。

③鹿児島海陸運送㈱志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3269-1
　℡ 099-472-7666
　代表　営業所長　成松和憲
　従業員数　11 名
■業務内容
　港湾運送業、通関業、倉庫業、船
　舶代理店業等
■その他
　昭和 47 年にセメントの配送業務
を行うために開設され、現在はセメ
ントの配送のみならず輸出入コンテ
ナ貨物の取扱い及びコンテナ船の船
舶代理店の業務等、港に関連する多
くの業務を行っています。

■志布志港を支える事業所紹介
　若浜地区の臨海工業用地には、大規模なサイロや配合飼料製造工場をは
じめ、関連企業等の企業立地も進んでおり、港湾施設の整備拡充や交易の
推進を目的に港湾振興協議会が設置されています。先月号に引き続き、協
議会に加盟されている事業所の一部を紹介します。

①

②③
④⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩

⑪
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な
観
光
資
源
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

は
一
人
ひ
と
り
の
「
取
り
組
み
」
が
あ
り

ま
す
。

　

資
源
化
率
全
国
第
1
位
、
マ
イ
ロ
ー
ド

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
な
ど
清
掃
活
動
、
レ
ジ

袋
有
料
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
な
ど
、
こ

の
「
取
り
組
み
」
が
人
を
呼
び
込
め
る
の

で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
の
賜
、

市
民
の
力
な
の
で
す
。

⑥
も
の
を
大
切
に
人
を
大
切
に
す
る
心
を
育
成

　

使
っ
て
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
き
れ

い
に
洗
っ
て
出
し
ま
す
。
袋
に
は
名
前
を

書
い
て
出
し
た
ご
み
に
は
責
任
を
持
ち
ま

す
。混
ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
も
の
を
大
切
に
す
る
心
が

人
を
大
切
に
す
る
心
に
も
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
有
料
化
は
た
だ
ご
み
減
量
化
だ

け
で
な
く
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
是
非
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

考
え
て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
て
「
環
境

の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
く
」
な
ど

生
活
様
式
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。

③
不
法
投
棄
の
抑
制

　

た
だ
で
も
ら
っ
た
レ
ジ
袋
は
簡
単
に
捨

て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
金
を
出
し
て

買
え
ば
不
法
投
棄
の
抑
止
に
も
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

④
野
生
動
植
物
の
保
護

　

ご
み
は
す
べ
て
海
に
流
れ
て
い
き
ま

す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
内
臓
を
調
べ
た
ら
ク
ラ

ゲ
と
間
違
え
て
食
べ
た
ら
し
い
レ
ジ
袋
も

入
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
野
生
動
植
物

に
も
レ
ジ
袋
は
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
朝
、
田
の
水
を
見
に
行
っ
た
ら
、

水
口
に
レ
ジ
袋
が
挟
ま
っ
て
水
が
か
か
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
人
も

多
く
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

⑤
先
進
的
な
取
組
を
す
る
こ
と
に
よ
る
PR
効
果

　

志
布
志
市
に
は
、
京
都
や
沖
縄
の
よ
う

カメラのレンズを向けても悲しそうにじっと見つめて
いるガスコンロ。この表情が実に寂しい。

　モノは様々な職業の人が毎日汗を流して製作された作品
の一つなのです。長く台所で使われてきて、一生懸命に生
きたことを誇りに思いたいのに・・・。「こんな顔しか出
来ない」そんな表情だと思います。報われるためにも人間
と同じで最後まで面倒を見たいものです。
　私たちにできることは、ものを大切にすることです。社
会を支えていくのは人であり、物で栄えて心が滅んではい
けないのです。私にとって多くのごみの顔を撮っているこ
とは、人間がいかに身勝手に暮らしているか、もっと無駄
のない生き方や、もっと自然の大切さなど、自分を見つめ
る瞬間でもあります。

捨てられたごみたちの「叫び④」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「見つめる」

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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私
も
マ
イ
バ
ッ
グ
し
て
い
ま
す
よ

　

6
月
20
日
か
ら
ア
ピ
ア
資
源
ご
み
特
別

回
収
時
に
「
10
月
1
日
か
ら
の
レ
ジ
袋
有

料
化
の
チ
ラ
シ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
配
布
し
て
い
る
と
よ
く

返
っ
て
く
る
言
葉
が
「
私
も
マ
イ
バ
ッ
グ

し
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　

だ
ん
だ
ん
こ
の
言
葉
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

５
０
１
５
人
に
説
明
を
実
施

　

市
衛
生
自
治
会
で
は
レ
ジ
袋
有
料
化
に

向
け
て
「
環
境
学
習
会
」
と
銘
打
っ
て
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
環
境
政
策
関

係
の
職
員
が
出
掛
け
て
の
説
明
会
や
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
今
ま
で
５
０
１
５
人
の
市
民

に
説
明
を
し
て
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

各
自
治
会
、子
供
会
、女
性
部
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
で
環

境
学
習
会
を
実
施
し
た
ら
、
５
０
０
０
円

の
補
助
金
が
で
ま
す
。

　

こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
環
境
問
題

に
気
付
い
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
市
の
環

境
政
策
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
」
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

7
月
19
日
を
基
準
日
と
し
て
お
願
い
し

た
「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
へ
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
各
自
治
会
長
さ
ん
は
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
報
告
に
基
づ
き
参
加
者
に

は
「
ひ
ま
わ
り
券
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
道
路
清
掃
す
る
際
、

弁
当
ガ
ラ
や
ジ
ュ
ー
ス
缶
が
入
っ
た
レ
ジ

袋
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
た
だ
で
も
ら
う
レ
ジ
袋
は
こ
の
よ
う

に
心
無
い
人
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
使
い
捨
て
さ
れ
た
く
な
い
で

す
よ
ね
、
大
切
に
さ
れ
た
い
で
す
よ
ね
。

何
で
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
も

物
も
。

現
在
、
事
業
者
の
参
加
者
募
集
中

　

7
月
29
日
と
31
日
に
か
け
て
、
市
内
の

小
売
店
の
方
に
説
明
会
を
実
施
し
、
現
在

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

　

小
売
店
の
方
は
、
自
分
の
店
だ
け
「
レ

ジ
袋
有
料
化
し
た
ら
お
客
さ
ん
が
来
な
い

か
も
。
す
る
ん
だ
っ
た
ら
市
内
一
斉
に
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
不
安
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、
消
費
者
の
方
が
「
そ
う
だ

よ
ね
。
レ
ジ
袋
有
料
化
だ
よ
ね
、
ご
み
減

ら
し
に
も
な
る
し
。
無
料
配
布
し
た
レ
ジ

袋
は
不
法
投
棄
に
利
用
さ
れ
る
だ
け
だ
よ

ね
。
や
っ
ぱ
り
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い

と
ね
。」
と
い
っ
て
支
持
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

な
ぜ
、
レ
ジ
袋
有
料
化
な
の
か

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
説
明
し

ま
す
。

①
ご
み
の
減
量
化
・
地
球
温
暖
化
防
止

　

家
に
持
ち
込
む
ご
み
そ
の
も
の
の
量
を

減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

「
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し
円
卓
会
議
」

で
長
く
議
論
し
て
き
ま
し
た
が
、
買
い
物

と
い
う
行
動
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
は
「
レ
ジ
袋
有
料
化
が
一
番
の

効
果
が
あ
る
」
と
の
結
論
で
し
た
。

　

お
店
に
よ
っ
て
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

し
た
り
し
て
レ
ジ
袋
を
断
る
と
「
2
円
引

き
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
方
法
だ
と
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
・
お
断

り
率
は
せ
い
ぜ
い
20
㌫
～
30
㌫
で
す
。
し

か
し
、
レ
ジ
袋
「
1
枚
5
円
有
料
」
と
な

る
と
途
端
に
80
㌫
～
90
㌫
と
な
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

原
油
な
ど
化
石
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と

で
大
気
中
に
二
酸
化
炭
素
が
増
え
、
地
球

温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

原
油
を
精
製
し
て
石
油
を
作
る
際
副
産

物
と
し
て
「
ナ
フ
サ
」
が
で
き
ま
す
が
、

こ
の
ナ
フ
サ
か
ら
レ
ジ
袋
が
作
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め
に
外

国
か
ら
こ
の
ナ
フ
サ
を
輸
入
し
て
レ
ジ
袋

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
1
年
間
約
84
㌧
の
レ
ジ
袋
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な

い
取
り
組
み
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

②
生
活
様
式
の
見
直
し

　

不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
と
い
う
こ

と
、
い
か
に
ご
み
を
出
さ
な
い
か
と
い
う

行
動
が
大
切
で
す
。

　

環
境
学
習
会
で
「
賢
い
主
婦
は
ス
ー

パ
ー
で
手
前
に
並
ん
で
い
る
古
い
牛
乳
を

買
う
」
と
い
う
エ
コ
買
い
の
話
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
こ
と
だ
け
を

広がる合言葉「 私もマイバッグしていますよ」

窪健一氏

各地で説明会を行っています

マイバッグで買い物をする方が増えてきました

マイバッグでごみの減量化へ
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尾
野
見
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
で
は
、「
青
少
年
健

全
育
成
」
と
「
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
と
人
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
11
日
土
曜
日
、
尾
野
見

小
学
校
近
く
の
サ
ン
サ
ン
広
場

で
市
衛
生
自
治
会
と
共
催
で
、

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
地
元
小
学
生
や

保
育
園
児
、
地
区
外
か
ら
の
見

物
客
な
ど
お
よ
そ
１
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
満
開
と

な
っ
た
ひ
ま
わ
り
畑
の
中
を
散
策
す
る

な
ど
、
参
加
者
は
ひ
ま
わ
り
の
鑑
賞
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
青
空
の
下
、

市
環
境
政
策
室
の
西
川
室
長
に
よ
る
環

境
学
習
会
が
行
わ
れ
、
環
境
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
「
サ
ン
サ
ン
広
場
」
は
、

地
区
民
の
交
流
拠
点
と
な
る
広
場
は

な
い
か
と
考
え
、
平
成
17
年
に
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
メ
ン
バ
ー

で
開
墾
し
、
畑
と
し
て
整
備

し
た
も
の
で
す
。
毎
年
、
季

節
の
花
（
ひ
ま
わ
り
、
コ
ス

モ
ス
、
菜
の
花
、
ソ
バ
な

ど
）
の
植
え
付
け
を
地
区
民

総
出
で
行
い
「
サ
ン
サ
ン
広

場
」
は
世
代
を
越
え
た
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
花
の
満
開
に
な
る
時
期

に
は
、
地
区
内
外
問
わ
ず
多

く
の
方
々
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
サ
ン
サ
ン
広
場

事
業
以
外
に
も
「
お
お
の
み

焼
き
」（
野
焼
き
）
や
「
大

谷
山
昆
虫
の
森
づ
く
り
」（
カ

ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
人
工
ふ

化
場
）
な
ど
尾
野
見
の
豊
か
な
資
源
を

生
か
し
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
が
年

間
を
通
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
効
果
か
、

活
動
に
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は

年
齢
が
上
が
っ
て
も
、
地
域
の
行
事
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
く
れ
る
と
言
い
ま
す
。

　

中
島
委
員
長
は「
尾
野
見
地
区
で
は
、

地
区
民
全
員
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員

会
会
員
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

志布志市指定管理者を募集します！
　市では、下記の施設の管理に指定管理者制度を導入しています。現在の指定期間が、平成22年３月末で終了することから、
平成 22 年 4月から管理を行う法人・団体を募集します。詳細については、８月 17 日（月）から施設所管課及び市ホームペー
ジで配布する募集要項等をご覧のうえ、説明会への参加・応募をお願いします。なお応募締め切りは、9月 18日（金）です。

募集施設名　　 業務の内容（指定予定期間）　　 所管課　　
志布志運動公園の運動施設 体育館、陸上競技場、温水プール等の運動施設の管理業務（３年間） 生涯学習課生涯スポーツ係

　　　　　℡ 472-1111（内線 331）
有明分室　℡ 474-1111（内線 261）
松山分室　℡ 487-2111（内線 262）

城山総合公園の運動施設 体育館、陸上競技場、プール等の運動施設の管理業務（３年間）

有明体育施設 体育館、市民グラウンド、プール等の運動施設の管理業務（３年間）

コミュニティセンター志
布志市文化会館 文化会館の管理業務（３年間） 生涯学習課生涯学習係

　　　　　℡ 472-1111（内線 333）
松山分室教育係			

℡ 487-2111（内線 262）
や っ ち く ふ れ あ い セ ン
ター センターの管理業務（３年間）

蓬の郷 ふれあい交流センター、親水公園等の管理及び運営業務（３年間） 港湾商工課観光物産係
　　　　　℡ 474-1111（内線 283）

やっちくふるさと村（道
の駅松山） 物産館・道の駅、宿泊施設、公園の管理及び運営業務（３年間） 松山支所産業振興室農政係

　　　　　℡ 487-2111（内線 231）
■説明会日程
　施　設　名 日　　時 　　場　　所
文化会館・やっちくふれあいセンター 8 月 27 日（木）　10 時～ 　志布志支所１階会議室
蓬の郷 8 月 27 日（木）　14 時～ 　本庁別館 2階会議室
各運動・体育施設 8 月 28 日（金）　10 時～ 　志布志支所 5階会議室
やっちくふるさと村 9 月 1 日（火）　14 時～ 　松山支所 2階会議室
■問い合わせ先　総務課行政改革推進係　474-1111（内線 210・232）

　衆議院議員総選挙とは、衆議院の議員を選ぶための日本の国政選挙です。
　衆議院の任期は 4 年で、総選挙には、任期満了による総選挙と解散による総選挙が
あります。今回の総選挙は、平成 21 年 7 月 21 日の衆議院解散によるものです。
■衆議院議員の定数は、４８０人
　　・小選挙区選出議員　３００人（うち鹿児島県５人）
　　・比例代表選出議員　１８０人（うち九州２１人）
有権者の皆さんは、自分の意志を政治に生かす機会を無駄にせず、棄権することなく一票を投じましょう。

■本市で投票できるのは次の人たちです。
　日本国籍を有する人で、次の二つの要件です。
（1）平成　元年 8月 31 日以前に生まれた人
（2）平成 21 年 5月 17 日以前から市内に住所がある人
※平成 21 年 5 月 18 日以降に他の市町村から転入された
人は、前住所地の市町村で選挙人名簿に登録がされていれ
ば、前住所地で投票することができますので、前住所地の
市町村選挙管理委員会までお問い合わせください。
■投票所入場券
　8月 18 日（火）までに郵送で各世帯に発送する予定です。
1枚のはがき（圧着式はがきなので、はがしてください。）
に、世帯別で最大 4人分の入場券が印刷してあります。必
ず切り離して、投票所へお持ちください。
※入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている人
は投票することができますので、投票受付時にその旨をお
申し出ください。
■期日前投票及び不在者投票
投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日前
投票や不在者投票ができます。

■期日前投票
　期日前投票所は、次のとおり志布志市内 3ヶ所に設置さ
れています。
●期間
　衆議院議員総選挙　8月 19 日（水）～ 8月 29 日（土）
　最高裁判所裁判官国民審査
　　　　　　　　　　8月 23 日（日）～ 8月 29 日（土）
●時間　午前 8時 30 分から午後 8時まで
●場所　志布志市役所松山支所隣老人福祉センター
　　　　志布志市役所志布志支所 1階会議室
　　　　志布志市役所隣有明農村環境改善センター
※今回の期日前投票は、市内全域 3か所の期日前投票所で
投票を行うことができます。
■不在者投票
　郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、
選挙管理委員会までお問い合わせください。
■当日投票
　午前 7時から午後 7時まで投票できます。ただし、志
布志地区の四浦地域ふれあいセンターは、午後 6時までと
なります。
（注）今回の選挙では、投票所施設の改修工事等により、
下記投票区の投票所が通常の投票所と異なっておりますの
でご注意ください。
●第 15 投票所　「志布志市文化会館」は出入口が東側に
　　　　　　　　なります。（25㌻参照）
●第 21 投票所　「森山小学校」が「森山地区生活改善セ
　　　　　　　　ンター」に変更。
●第 25投票所　「潤ヶ野地区営農研修センター」が「潤ヶ
　　　　　　　　野小学校」に変更。
■問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会
　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 352,356）

第 45 回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査は 8 月 30 日（日）が投票日です。

2009.8/30
未来に生かす　私の一票
※国民審査とは、最高裁判所の裁判官は、任命後初の衆議院議員総選挙の投票日に国民審査を受け、その後は審査から 10 年
　を経過した後に行われる衆議院議員総選挙に再審査を受けることになっております。

尾
野
見
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

サンサン広場の満開のひまわり

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

地域の方も多数参加したひまわりまつり



■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■本土決戦幻想　オリンピック作戦編

保阪正康	著
（昭和史の大河を往く第７集）
　もし、太平洋戦争が 8 月 15
日で終わらなかったなら ･･･。
起こりえた「１億総特攻」に至
る本土決戦計画を検証し、あの
戦争の意味を問う。

■ターシャ・テューダー最後のことば
　ターシャ・テューダー
2008 年 6 月に帰らぬ人となっ
た絵本作家、ターシャ・テュー
ダー最後のロング ･ インタ
ビュー。暮らし、仕事、人生に
ついて92年の人生を語るほか、
家族の証言も収録、月刊『MOE』
掲載の記事をまとめる。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「夏休み調べ学習図書」

今月のテーマ図書
「各種読書感想文感想画コンクール課題図書」

休館日カレンダー（本館）
August　8 月

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

September　9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19○

○

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

○

おはなし会（読み聞かせ会）
本　館　８月２２日（土）午後２時～
有分館　８月２２日（土）午前１０時～

志布志分館　８月２５日（火）午前１０時３０分～
松 山 分 館　８月２７日（木）午前１０時３０分～８月２７日（木）午前１０時３０分～
安 楽 分 館　８月２９日（土）午前１０時３０分～８月２９日（土）午前１０時３０分～

「かみふうせんまつり」で楽しいひととき

　7月 25 日（土）市立図書館で、ボランティアグループかみふうせん主催のかみふうせんまつり（楽しいお
話し会）が開催されました。約 50 人の参加者は人形劇や紙芝居、図書館職員によるパネルシアターなど多く
のプログラムを楽しみました。

　
　

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

　

4
月
24
日
、
し
ぶ
し
の
日
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
元
気
で
笑
顔
輝
く
毎
日

を
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
い
「
志
民
健
康

づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
を
健
康
づ
く
り
元
年
と
位
置
づ

け
、
以
来
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
提
示
し
な
が
ら
、
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
6
名
山
巡

り
登
山
と
銘
打
ち
、
市
内
の
6
つ
の
山

の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

私
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
運
動
不
足

の
身
体
に
は
結
構
き
つ
い
コ
ー
ス
で
、

い
い
体
力
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
と
は
別
に
、
毎
日
、
健

康
づ
く
り
と
し
て
散
歩
を
さ
れ
る
方
が

か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
早
朝
、

あ
る
い
は
夕
暮
れ
時
、
散
歩
を
す
る
の

は
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

　

物
の
本
に
よ
る
と
散
歩
は
大
体
１
分

間
に
１
２
０
歩
。
一
定
の
リ
ズ
ム
で
歩

い
て
い
る
と
、
15
分
経
っ
た
あ
た
り
か

ら
、
脳
内
に
β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん

気
持
ち
良
く
な
っ
て
く
る
。
25
分
か
ら

30
分
頃
に
は
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
ま
す
。

こ
れ
は
夢
の
ホ
ル
モ
ン
と
言
わ
れ
、
こ

れ
が
分
泌
さ
れ
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
40
分
位
歩
く
と
、
今
度
は
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
言
う
の
が
出
て
、
こ
れ
は

ど
ん
ど
ん
湧
い
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を
、

実
現
可
能
な
形
に
整
え
て
い
く
役
目
が

あ
る
そ
う
で
、
こ
う
な
る
と
素
晴
ら
し

い
一
日
が
送
れ
る
と
い
う
訳
で
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ん
も
お
試
し
い
た
だ
き
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
季
節
は
盛
夏
。
夏
真
っ
盛

り
の
中
、
今
年
も
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
が
全
国
の
高
校
か
ら
86
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
、
8
月
1
日
か
ら
12
日
の
間

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
毎
回
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
尚
志
館
高
校
の
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
当
初
か
ら
の
取
り
組
み
に
深
く
感

謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
の

大
会
が
年
々
盛
ん
と
な
り
、
今
で
は
市
内

の
会
場
だ
け
で
は
足
り
な
い
ほ
ど
の
賑

わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

3
月
供
用
開
始
し
ま
し
た
新
若
浜
地
区

の
周
辺
緑
地
と
し
て
整
備
さ
れ
る
多
目

的
広
場
に
、
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
を
国
・
県
に
お
願
い
し
、
今

後
さ
ら
に
多
く
の
参
加
チ
ー
ム
が
あ
っ

て
も
、
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま

す
。
予
定
で
は
、
今
年
秋
か
ら
芝
の
張
り

込
み
を
始
め
、
来
年
の
大
会
に
は
間
に
合

う
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
さ
ら
に
盛
大
な
大
会
に

な
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

暑
い
夏
が
沢
山
の
お
客
さ
ん
で
、
よ
り

暑
く
燃
え
上
が
る
志
布
志
に
な
る
も
の

と
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

大
隅
地
域
４
市
５
町
で
構
成
す
る
大

隅
総
合
開
発
期
成
会
で
は
、
大
隅
地
域
の

物
流
・
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
志
布
志

港
と
、
上
海
フ
ェ
リ
ー
「
蘇
州
号
」
及
び

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
の
助
成
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
か
、
直
接
市
役
所
（
本

庁
及
び
各
支
所
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

●
志
布
志
市
役
所　

企
画
政
策
課　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

　

Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

●
松
山
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

●
志
布
志
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

（
※
蘇
州
号
ツ
ア
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
参
加
さ
れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

　　　　　

●応募資格
　市内在住の一般市民
●募集人員　9人
※大隅地域の各市町から
計　70 人募集します。
●参加費用　29,900 円
　※旅行費用 49,900 円のうち 20,000 円を助成します。
●応募締切　８月 31 日（月）
●旅行日程　平成21年10月29日（木）～11月1日（日）
　※全食事付き、観光付き（なんばグランド花月、ほか）、
　　新阪急ホテル利用
●抽選会　平成 21 年 9月 15 日（火）19:00 ～
　　　　　本庁別館 2階会議室Ｃ

●応募資格
　市内在住の一般市民
●募集人員　7人
※大隅地域の各市町から計　
50 人募集します。
●参加費用　60,000 円※1

※総額 87,000 円のうち 27,000 円を助成します。
※パスポート費用は含みません。
●応募締切　8月 28 日（金）
●旅行日程　平成 21 年 10 月 10 日（土）～ 14 日（水）
※全食事付き、観光付き（上海雑技団ほか）、４つ星　
　ホテル利用
●抽選会　平成 21 年 9月 3日（木）19:00 ～
　　　　　本庁別館 2階会議室Ｃ

※ 1　燃油サーチャージ等、航空会社の都合により旅行代金が増額になる場合があります。増額分につきましては、旅行者の負担と	 	
	 なりますので、ご了承ください。（蘇州号のみ）

「さんふらわあ」
　　　「蘇州号」
助成ツアーの

参加者を募集
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多くの参加者でにぎわったかみふうせんまつり

（3 泊 4 日）
（4 泊 5 日）
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教育委員会情報ネット
第１回志布志市　「志(こころざし)」

エッセイコンテスト　作品募集！！

高い「志 (こころざし )」は求めません。
「志」のスタートラインに、あなたの志も

　「志」に高い、低い、大きい、小さいはありません。あ
なたのつづる「志」が、きっと隣の人に伝わり、隣の人は、
その隣の人へ・・・。そして、いつかは、志布志市が海に
開けているように、山に開けているように、優しく、おも
いやりと笑顔にあふれたしっかりとした「志」は海を越え、
山を越え、世界の人々の心にやさしさと生きる勇気を与え
ることと思います。
　志布志市は「志」のスタートラインです。
　「志」を表現するエッセイコンテストです。おさない人、
若い人、人生経験豊かな人、そして、男性、女性、すべて
の人にそれぞれにふさわしい志があります。あなたの心あ
たたまる「志」体験や、勇気づけられた志をお送りください。
あなたが自由につづる文章が、あなたの周りの人の心をほ
のぼのとさせ、多くの人に生きる希望を与えることを願っ
ています。そして、一人ひとりの「志」が大きな輪となり、
笑顔あふれるまちを築くことを願っています。
■応募規定　
●字数は 800 字（400 字原稿用紙縦書き 2枚。パソコン
　原稿も可。パソコン原稿の場合 20 字× 40 行）応募点
　数は一人 3点以内とする。
●応募票に必要事項を記入の上、作品一点ごと貼付してご
　応募ください。
●応募要項・応募票は、生涯学習センター及び各地区公民
　館に用意してあります。
●応募作品は未発表の自作作品に限ります。
●いったん提出された後の作品の変更、加筆・訂正は認め
　ません。
●入賞及び掲載作品は公表し、著作権は主催者側に帰属しま
　す。
●作品の返却は致しません。
■賞・賞金
　●志大賞1人　副賞10万円　●志準大賞2人　副賞3万円
　●審査員特別賞　若干名　●優秀学校賞／後援団体賞
■作品受付　9月1日(火)～12月22日（火）※当日消印有効
■発表　平成 22 年 2月 20 日（土）
■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　志布志市　市教育委員会　志布志創年市民大学
■問い合わせ・送付先　
　〒 899-7103　志布志市志布志町志布志 2238 番地 1
　文化会館内　志布志市「志」エッセイコンテスト事務局
　　　　　　　℡ 472-3050　Fax472-3051
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■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

楽しみながら、まちづくりの手法を学びます！
■日時　9月 12 日 ( 土 )　	※受講生募集中！
　9時受付　9時 30 分開会	　16 時 55 分閉会
■講師　福留　強
（聖徳大学教授・NPO法人全国生涯学習まちづくり協会理事長）
■コーディネーター　長谷川きよみ
（あいあいマップ仕掛け人・姶良町地域アニメーター）
■事例発表　川畑幸則（薩摩川内まちづくり研究会会長）
　　　　　　税所一八（みちくさクラブ美八工房）
■会場　志布志市文化会館集会室

■内容　開会行事・基調講話・事例発表
　　　　ワークショップ・人的交流会
■対象　まちづくりに関心のある人は誰でも
■受講料　１０００円（資料代、昼食代等）
■人的交流会参加費　１５００円
■主催　志布志市生涯学習推進委員会
　　　　NPO法人全国生涯学習まちづくり協会
■申込み・問い合わせ先
　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050

志布志市文化会館改修工事のお知らせ
　市文化会館のホール棟耐震補強工事及び玄関周辺バリ
アフリー工事等を行っております。
　施設ご利用の皆様には、大変ご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。
■工事期間　平成21年6月中旬から平成21年10月末まで
■施設利用について　●ホール（使用不可）
　　　　　　　　　　●会議室及び和室等（使用可※）
※ただし 8 月 20 日～ 9 月 10 日は全館休館といたします。
■出入口（図面のとおり）　■駐車場（図面のとおり）
■問い合わせ先　　志布志市教育委員会
　生涯学習課生涯学習係　℡ 472-1111（内線 333）
　志布志市文化会館　　　℡ 472-3050

※正面の大駐車場からは遠回りとなりますので、ご覧の
　駐車場をご利用ください。

Ｐ
Ｐ

Ｐ

封
鎖
し
ま
す

（
正
面
）出

入
口

ゲート
ボール場

大駐車場

Ｐ

駐車場と出入り口（イメージ図）

志布志創年市民大学公開講座・市ＰＴＡ母親研修会
阪神淡路大震災の語り部　矢崎由美子講演会
生命の大切さ、親子の絆を語り継ぐ感動のメッセージ
　平成 7 年 1 月 17 日 5 時 46 分 52 秒 未曽有の大震災が・・
　被災体験談が童話「地球が動いた日」のモデルに
■演　題　「命って重い　そして子どもってすごい」
■日　時　8 月 26 日 ( 水 ) 開場 18：00 開演 18：30
■会　場　やっちくふれあいセンター
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯学習センター、
　各地区公民館、教育分室、生涯学
　習課でお求めください。
■問い合わせ先　生涯学習センター
　　　　　　　　℡ 472-3050

しぶし IKIIKI 夢発見塾 2009 地域アニメーター養成講座

教育委員会情報ネット
初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
　パソコンの基本操作、文書作成等を１日３時間の４日間で

また、インターネット・電子メールの利用等も学習します。

■期　間　平成 21 年 6月～ 12 月

■講座数　一講座 20 人定員の 20 講座

■受講料　3,000 円（テキスト代別）

■対象者　18 歳以上の方なら、どなたでも。また、勤務地

　　　　　が市内なら、市外の方でも受講できます。

今年から新しいパソコンでの受講になります。

日程表　有明地区（一部抜粋）		（会場：農村環境改善センター）

NO コース 期　日 時　間 申込締切
11 はじめてのパソコン 9月1日・2日・3日・4日 9:00 ～ 8月27日
12 はじめてのパソコン 9月9日・10日・11日・12日 19:00～ 9月 2日
13 ワード基礎 10月6日・7日・8日・9日 9:00 ～ 9月30日
14 ワード基礎 10月14日・15日・16日・17日 19:00～ 10月8日

15 パソコンで情報発信
～ブログに挑戦～ 10月21日・22日・23日・24日 19:00～ 10月14日

■問い合わせ先

　生涯学習センター　　　　　℡ 472-3050

　生涯学習センター有明　　　℡ 474-1111（内線 357）

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
N
O 日　時 講義内容及び講師

７ 8月26日（水）
18：30～

人間好学Ⅳ・人権教育講演会
命って重い　そして子どもってすごい
阪神淡路大震災の語り部　矢崎 由美子

8 9月2日（水）18：50～

人間好学Ⅴ　発車オーライ！
カトちゃんの観光ガイド日記
観光バスガイド　加藤 里美

9 9月12日（土）
9：00～

しぶし IKIIKI夢発見塾Ⅱ
地域アニメーター養成講座
聖徳大学教授　福留　強

10 10月7日（水）18：50～

環境好学Ⅱ・人間好学Ⅵ・子育て好学Ⅲ
世界の現状からみた私たちの生活を見る
地雷ゼロ鹿児島代表　橋之口　みゆき

11 10月21日（水）18：50～

地域好学Ⅱ
観光振興による元気なまちづくり
観光プロデューサー　奈良迫　秀光

12 10月28日（水）18：50～

地域好学Ⅲ・環境好学Ⅲ
グリーンツーリズムのすすめ
九州のムラ編集長　養父　信夫

　途中入学大歓迎です！
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあり
　ます。

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

■期日　９月１９日（土） ■会場　志布志市やっちくふれあいセンター
■開場　14 時 30 分　開演　15 時 00 分 ■料金（税込）＝全席指定 4,000 円
■チケット販売所　やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・志布志市役所売店・（株）島津
　　　　　　　　　三昧堂商事・くにみ書店・サンポートしぶしアピア・プラッセだいわ鹿屋店
●チケットぴあ 0570-02-999　●ファミリーマート・サンクス（Ｐコード 395-993）
●ローソン 0570-084-008（Ｌコード 82885）
■問い合わせ先　志布志市文化会館　　℡099-472-3050



■いきいき元気塾　平成１9年保健課で行う元気いきいき教室
（介護予防）をきっかけに 3年間活動しています。
　ぴんぴん元気塾サポーターである看護師田中康子氏を筆頭に、
志布志地区公民館別館で、毎月一回、20 人ほどが集まり転倒予
防サーキットやイスを使った体操をしています。
　みんなで一緒に体操を行うことで元気が出て、かけ声も威勢よ
く励ましあいながら、自分の健康維持のために頑張っています。

健康仲間！

2�　市報しぶし■ 2009.8

　

暑
い
夏
、
仕
事
を

終
え
て
の
冷
た
い

ビ
ー
ル
が
楽
し
み
と

い
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
人
飲
み
な
が

ら
一
日
を
振
り
返
っ
た
り
、
家
族
や
仲
間

と
談
笑
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
飲
み
方
が

あ
り
ま
す
。

　

飲
む
こ
と
で
食
欲
を
増
し
た
り
、
疲
労

を
回
復
し
た
り
、
発
想
の
転
換
や
ス
ト
レ

ス
軽
減
す
る
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
こ

と
の
効
果
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
度
を
超
す
と
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
体
（
内
蔵
・
脳
・
心
）

に
悪
影
響
も
及
ぼ
し
ま
す
。
あ
な
た
や
家

族
の
飲
酒
習
慣
は
ど
う
で
す
か
。

■
適
量
は
こ
れ
く
ら
い
で
す
よ

●
ビ
ー
ル
→
中
び
ん
１
本

●
焼
酎
（
35
度
）
→
コ
ッ
プ
１
杯

●
日
本
酒
→
１
合

●
ワ
イ
ン
→
グ
ラ
ス
２
杯

　

も
う
少
し
飲
み
た
い
と
思
っ
て
も
自
分

で
抑
え
る
こ
と
で
き
ま
す
か
？
ま
た
空
飲

み
せ
ず
に
低
カ
ロ
リ
ー
高
蛋
白
の
酒
の
肴

と
と
も
に
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

■
眠
る
た
め
に
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
鎮
静
作
用
が
あ
り
、
眠

り
に
つ
く
ま
で
の
時
間
を
短
く
し
ま
す
。

で
も
寝
つ
き
は
良
く
て
も
睡
眠
の
質
を
悪

く
し
て
夜
中
に
目
が
覚
め
て
な
か
な
か
眠

れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
続
け
て
い
る

と
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
耐
性
が
つ
き
次
第
に

量
が
増
え
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

■
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
飲
ん
で
い
ま

　

せ
ん
か
？

　

飲
め
ば
気
持
ち
が
高
ま
り
楽
し
い
気
分

に
さ
せ
ま
す
が
飲
酒
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
続
け
る
と
量
が
増
え
、
体
に
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
そ
う
簡
単
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
ほ
か
の
解
消
法
を
見
つ

け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
飲
酒

は
う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
普
段
か
ら
飲
む
機
会
の
多
い
人
の

場
合
、
身
近
な
人
で
も
う
つ
病
の
サ
イ
ン

を
見
逃
し
が
ち
で
す
。）

■
飲
ま
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
？

　
「
飲
ま
ず
に
は
食
事
が
で
き
な
い
」「
飲

ま
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
慢
性
的
に

飲
ん
で
い
る
」
な
ど
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
お
ち
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
は
じ

め
は
「
飲
み
た
い
」
と
い
う
精
神
的
な
依

存
か
ら
、
や
が
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
切
れ
る

と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
震
え
、
め
ま
い
、
吐

き
気
、
幻
覚
、
不
眠
な
ど
の
禁
断
症
状
が

出
た
り
し
ま
す
。

　

肝
臓
障
害
や
酩
酊
状
態
で
自
殺
を
図
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
治
療
の
基
本
は
断
酒

で
す
が
自
分
の
意
志
だ
け
で
は
難
し
い
の

で
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
２
つ
以
上
あ
れ
ば

依
存
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。

□
飲
酒
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

　

思
っ
た
こ
と
が
あ
る

□
飲
酒
を
批
判
さ
れ
腹
が
立
っ
た
り
い
ら

　

だ
っ
た
こ
と
が
あ
る

□
飲
酒
に
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
や
罪
の
意

　

識
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る

□
朝
酒
や
迎
え
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る

（
ア
ル
コ
ー
ル
自
己
診
断
テ
ス
ト
Ｃ
Ａ
Ｇ

Ｅ
よ
り
）

　

厚
生
労
働
省
「
未
成
年
の
喫
煙
及
び
飲

酒
行
動
に
関
す
る
全
国
調
査
」（
２
０
０
４

年
）
に
よ
る
と
月
1
回
の
飲
酒
習
慣
が
あ

る
と
答
え
た
の
は
中
学
生
の
八
人
に
1

人
、
高
校
生
は
三
人
に
1
人
と
い
う
結
果

で
す
。
背
景
に
は
親
の
寛
容
な
態
度
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
飲
酒
の

き
っ
か
け
は
親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
と
い
う

の
も
多
い
よ
う
で
す
。
脳
や
臓
器
の
発
達

途
中
に
あ
る
未
成
年
が
飲
酒
し
た
場
合
ア

ル
コ
ー
ル
耐
性
が
弱
く
短
期
間
に
体
（
内

蔵
・
脳
・
心
）
が
障
害
を
受
け
る
と
い
う

危
険
性
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

楽
し
く
お
い
し
く
飲
め
る
よ
う
量
と
飲

み
方
を
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

ア
ル
コ
ー
ル
と

　
　

う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
る
？

７月に行った５歳児歯
科健診でむし歯も処置
歯もなかった子どもた
ちです。

　　将
ま さ や

弥ちゃん

　　航
こうしろう

士朗ちゃん

　　智
ひ も き

貴ちゃん

　　匠
しょうえい

永ちゃん

　　恭
きょうたろう

太郎ちゃん

　瑞
み ず き

希ちゃん 　聖
ま さ ひ

人ちゃん

　　宏
ひ ろ き

紀ちゃん 　　凜
り ん く

空ちゃん

　　万
か ず は

葉ちゃん 　　雄
ゆうすけ

介ちゃん

　　愛
あ ゆ

夕ちゃん

　　薫
ゆ き な

奈ちゃん

　　心
しん

ちゃん

ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　　裕
ゆうすけ

介ちゃん

　

健
康
づ
く
り
ハ
イ
キ
ン
グ

大
会
の
第
二
弾
、
大
谷
山
ハ

イ
キ
ン
グ
（
往
復
８
・
６
㎞
）

が
７
月
18
日
（
土
）
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
の
中
、
尾

野
見
小
学
校
か
ら
大
谷
山
を

目
指
し
、
尾
野
見
の
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。
展
望
所
か

ら
の
眺
望
に
、
み
ん
な
気
持

ち
ス
ッ
キ
リ
、
さ
わ
や
か
気

分
。
地
元
の
山
下
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
、
記
念
写
真
を
撮
っ
て

下
山
し
ま
し
た
。

　

帰
り
は
大
谷
山
の
湯
（
う
た
ん
の
湯
）
ま
で
行
っ
て
、
お
い

し
い
自
然
水
に
喉
を
潤
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　

木
陰
の
中
を
歩
く
と
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
、
参
加
者
は
自
然

の
中
で
の
健
康
づ
く
り
に
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

８
月
９
日
の
伊
﨑
田
の
霧
岳
い
や
し
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ
の
様

子
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

今
後
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
９
月
が
宮
田
山
、
10
月
が
陣
岳
、
そ

し
て
12
月
が
岳
野
山
の
予
定
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
魅
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
山
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
霧
島
韓
国
岳
登
山
の
参
加
資
格
を
ゲ
ッ
ト
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
健
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

160 人が楽しんだ大谷山ハイキング

未
成
年
者
の
飲
酒
に
つ
い
て

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年５月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２７８，１６２，４７０円
５月末国保加入者数 １１，８０３人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２３，５６７円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 １９，８９８円
個 人 負 担 額 ３，６６９円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市
（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約84.7％を市（国保）が負担しています。

いきいき元気塾の皆さん

vol.4

風景を楽しみながらハイキング！



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5枚と、
スマイルユウの人気商品「緑茶
石けんしぶし」を 3 人の方に
新商品の「南国のつや髪シャン
プー」を 2 人の方にプレゼン
トします。（発表は発送をもっ
てかえさせていただきます）

（No.044/2009-8）

読者プレゼント

狩川秀雄さん（91 歳）　アヤコさん（90 歳）　　松山町尾野見
　狩川さんご夫妻はとっても元気いっぱいです。秀雄さんは毎朝

5時に起床してお茶を飲んでから畑に行き家庭菜園の手入れをする
のが日課です。今でも草刈り機を背負って山の下払いをするほか、愛

用のオートバイで買い物に出かけています。元気の秘訣は「好き嫌いを
せずに早寝早起きをして一生懸命働くこと」で、夜は 7時 30 分には眠り

につき、タバコもお酒も飲まないといいます。
　妻のアヤコさんは、新聞のニュースを読むのが日課で、テレビで時代劇や歌
謡番組が好きで、9時過ぎまで起きてテレビを見ています。また、週に 1度のデ
イサービスを楽しみにしています。
　戦時中に結婚して農業の傍ら 10 年前まで商店を経営しながら 6人の子どもを育
てて大変だったといいますが、現在は、13 人の孫と 11 人のひ孫の成長を楽しみ
にしています。とても仲がよく、料理を作るのも 2人で協力しながら作るなど夫
婦仲良く元気に暮らしています。

　　　真
しんた

太ちゃん（4歳）　有明町野井倉
　　　　大

まさき

輝ちゃん（2歳）
父　孝幸さん　　母　あゆみさん

　　弟思いの優しい真太！お兄ちゃんの
真似をするのが好きでやんちゃな大輝！
２人とも元気で仲良く遊びます。
　たまに喧嘩もするけど、すぐに仲直り。
　周りを笑顔でいっぱいにしてくれま
す。これからも兄弟仲良く元気いっぱい
成長してね。（両親より）

前田　淳
じゅん

ちゃん（1歳）　　（志布志町安楽）
父　範

のりお

雄さん　母　都美さん

　チョコレートとグラタンが大好きな淳くんです。
最近は、歯が 12 本生えてきて固いお煎餅をゆっく
りたべている姿がかわいいです。我が家では殿様気
分だけど、とても優しいです。
　テレビでおさるのジョージィーが大好きで、テレ
ビの前ではジッとしています。
　たくさんの人に助けられて産まれてきたので、
大きく逞しく育ってほしいです。　　（両親より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　
　
　

小
学
校
６
年　
　
　
　

盛
哉

　
　
　
　
　
　

４
年　
　
　
　

菜
々
香

　

両
親
は
、
ダ
グ
リ
岬
遊
園
地
と
海
水
浴

場
の
管
理
を
し
て
い
る
㈱
谷
口
製
作
所
の

仲
良
し
き
ょ
う
だ
い
で
す
。

　
「
夏
休
み
の
土
・
日
と
お
盆
期
間
は
、

お
父
さ
ん
が『
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
』

を
し
て
い
る
の
で
、
僕
た
ち
も
乗
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
最
高
に
楽
し
い
で
す
」

と
話
す
盛
哉
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
〝
ダ
グ

リ
岬
遊
園
地
〟
を
日
本
一
の
遊
園
地
に
す

る
こ
と
で
す
。

　

妹
の
菜
々
香
さ
ん
の
夢
は
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
っ
て
世
界
中
を
飛
び
回

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

夏
休
み
は
、
海
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
に
遊
び
に
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

この夏はバナナボートを楽しんでいます
（バナナボートクルーズは1人1回500円で楽しめます）
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南国のつや髪シャンプー
アミノ酸系洗浄成分 100％

発売元　株式会社　スマイルユウ
　鹿児島県志布志市有明町原田 100-5
　℡ 099-471-5035　Fax 099-471-5039

フリーダイヤル

　　０１２０－１
い い な

１７－１
いいないよう

７４
ＵＲＬ： http://www.smileyous.com/

緑茶

椿

紫外線から守る
頭皮を清潔に保つ

フケ予防・保湿

頭皮と髪の保湿育
毛促進

志布志産

桜島産
末吉産

ゆず
種

■緑茶石けんしぶし　1980 円（100g）
■南国のつや髪シャンプー
　　　　　　　　　			2625 円（350ml）
※いずれも税込みになります。

読者プレゼント

　　　七
ななみ

海ちゃん（2歳）　　　（松山町尾野見）
父　義昭さん　　母　エルビラさん

　プリキュア、ハローキティー、アンパンマン
が好きな七海。
　もうすぐ 3歳、ごはんをたくさん食べて早く
大きくなってね。
　　　　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　　	　	朝紀子さん（有明町）　24 歳

　　　保育所勤務（保育士）

趣味：旅行、ショッピング、バレーボール
理想の異性：明るくてよく喋る人　休日の過ごし方：ショッピング
今のお仕事はどうですか：
　大変な事も多くありますが、毎日子どもたちと一緒に遊び元気と笑顔
をもらう事で疲れなど吹き飛び、楽しく仕事をしています。先輩方の保
育を見ながら日々勉強させてもらっています。賑やかな先生方に囲まれ、
とても楽しい保育所です。
志布志市に何を望みますか：若者が帰って来たくなる、明るく、賑わった
志布志市になってほしいと思います。
先輩から一言（すみれ組先輩保育士より）：
　とても優しく、いつも笑顔の絶えない温和なさきこ先生！
　若くて笑顔の素敵な先生は、子ども達の人気者！もちろんお父さん達
にも…。仕事も常に一生懸命で、後輩ながら学ぶことも多くあります。
　これからもトリプルすみれ組で歯車を合わせて頑張ろうねぇ～。



俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

山
梔
子
の
匂
ひ
重
た
き
雨
あ
が
り	

八
久
保
千
鶴
子

夏
草
の
茂
る
早
さ
に
追
ひ
つ
か
ず	

木
村　

湧
水

出
港
に
フ
ェ
リ
ー
賑
や
か
大
西
日	

飯
野
澄
美
子

腕
ま
く
り
素
足
が
弾
む
磯
遊
び	

春
日　

ふ
く

田
を
植
ゑ
て
女
ら
集
ふ
美
術
館	

坂
本　

順
子

あ
の
人
の
消
息
不
明
梅
雨
に
入
る	

坂
元　

幸
子

わ
が
胸
に
蛍
息
を
ふ
く
ら
ま
す	

本
村
多
可
子

短
歌
（
南
船
志
布
志
支
部
歌
会
）

格
子
窓
め
ぐ
ら
す
棟
の
中
庭
に
大
輪
小
輪
あ
ぢ
さ
ゐ
の
綾 

竹
永　

南
海

借
金
の
領
収
書
に
は
明
治
二
年
十
銭
と
あ
り
ま
す
金
剛
寺
の
蔵 
暉
峻　

康
瑞

指
を
指
し
「
一
、二
、三
、五
」
と
数
え
ゐ
る
幼
の
声
に
四
は
消
え
て
い
き 
池
ノ
上
一
枝

な
ぐ
さ
む
と
い
ふ
に
あ
ら
ね
ど
歌
あ
り
て
三
十
一
文
字
に
心
張
り
ゆ
く 

岡
元　

初
子

陽
だ
ま
り
の
垣
根
の
隅
に
友
く
れ
し
八
重
の
山
吹
ひ
と
き
わ
冴
え
て 

折
田　

す
ず

こ
の
世
で
は
十
ケ
月
程
の
す
れ
違
い
一
度
の
亡
父
の
膝
に
抱
か
れ
じ
と 

児
玉　

末
子

春
風
の
頬
を
な
で
ゆ
く
母
の
日
よ
神
社
の
梢
に
鳥
は
高
鳴
く 

外
山　

善
恵

「
お
母
さ
ん
」
不
意
な
る
声
に
振
り
向
け
ば
構
え
る
嫁
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る 

西
江
美
津
子

中
空
に
垂
れ
ゐ
し
白
藤　

鶯
を
宿
し
い
る
ら
し
鳴
き
声
つ
づ
く 

林　
　

静
子

白
血
球
今
日
の
四
千
い
い
で
す
ね
点
滴
し
ま
せ
う
医
師
は
神
様 

平
川　

澄
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
ら
ぐ
は
政
界
の
み
な
ら
ず
平
衡
感
覚
失
せ
て
ゆ
ら
ゆ
ら 

益
倉　

睦
美

釈
迦
ま
つ
り
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
馬
に
花
嫁
を
乗
せ
て
綱
引
く
花
婿
の
笑
み 

松
下　

芙
美

鉄
棒
で
潰
れ
た
豆
を
見
せ
て
話
す
パ
パ
と
頑
張
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク 

松
田　

和
子

葬
送
の
う
か
ら
幾
た
り
わ
れ
八
十
路
生
か
さ
れ
し
命
日
日
を
穏
し
く 

宮
原　

順
子

青
風
に
吹
か
れ
て
寒
い
と
丸
く
な
り
茅
花
を
噛
ん
だ
日
の
甦
り 

山
田　

和
子

さ
わ
や
か
な
入
日
漂
う
松
林
風
に
誘
は
れ
松
笠
に
馴
染
む 

山
元
ハ
ツ
ミ

聖
戰
を
信
じ
還
ら
ぬ
若
き
ら
を
舞
い
散
る
桜
の
ひ
と
ひ
ら
に
想
う 

若
松
多
鶴
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

自
惚
れ
か
タ
レ
ン
ト
知
事
が
欲
を
出
し 

福
山　

吉
連

夏
本
番
影
を
拾
っ
て
歩
く
道 

末
永　

一
雄

ふ
る
さ
と
の
土
産
詰
め
て
る
親
心 

江
藤　

房
子

餞
別
を
し
な
い
土
産
に
恥
じ
を
か
き 

上
東
マ
キ
エ

誕
生
日
来
る
な
来
た
な
と
思
う
だ
け 

高
田　

秀
雄

土
産
物
内
緒
の
旅
を
す
っ
ぱ
抜
き 

高
田　

昭
秋

追
い
越
し
て
交
差
点
で
は
大
差
無
く 

森　
　

幸
子

返
す
気
は
有
る
の
か
無
い
か
人
と
島 

赤
池　

忠
重

出
て
す
ぐ
に
き
び
す
を
返
す
物
忘
れ 

坂
元　

俊
幸

す
ぐ
返
す
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
で
そ
の
ま
ん
ま 

内
山　

幸
夫

お便り市民のこえに今月は 8通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券と
黒豚角煮まんじゅうを 5人の方に送ります。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）

老
体
（
？
）
に
む
ち
う
っ
て

　

7
月
18
日
に
大
谷
山
ハ
イ
キ
ン
グ
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
谷
山
は
小
学

校
の
遠
足
で
何
回
も
登
り
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
に
比
べ
る
と
公
園
に
な
っ
て
昔

の
「
う
た
ん
の
丘
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

母
校
か
ら
の
出
発
で
懐
か
し
さ
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最
初
は
元
気
で
人

並
み
に
歩
き
ま
し
た
が
、
頂
上
に
近
づ

く
に
つ
れ
、
足
の
方
が
言
う
こ
と
を
聞

か
ず
富
士
山
や
縄
文
杉
登
山
で
お
世
話

に
な
っ
た
「
つ
え
」
を
た
よ
り
に
頑
張

り
ま
し
た
。
係
り
の
人
が
記
念
写
真
も

写
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

市
長
さ
ん
も
班
ご
と
に
一
緒
に
写
り

ま
し
た
。「
し
っ
た
い
だ
れ
も
し
た
」

の
一
言
で
し
た
。

　
　
（
志
布
志
の
御
在
所
岳
68
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

健
康
づ
く
り
ハ
イ
キ
ン
グ
。
遠
く
に

あ
る
観
光
地
と
は
違
っ
た
感
動
が
味
わ

え
る
と
多
く
の
方
が
毎
回
参
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
楽
し
い
話
し
を
し
な

が
ら
登
る
山
道
で
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

キ
ャ
シ
ー
中
島
さ
ん

　

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
7
月

7
日
の
七
夕
に
入
り
ま
し
た
。
私
は

キ
ャ
シ
ー
中
島
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
勝
野

七
奈
美
さ
ん
が
「
肺
が
ん
（
小
細
胞
肺

癌
）」
で
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
、
初
め

て
聞
い
た
病
名
で
し
た
が
他
人
事
で
は

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

世
の
中
に
は
聞
い
た
こ
と
の
な
い
病

気
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見

が
カ
ギ
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、
志
布

志
市
内
の
若
い
女
性
に
は
女
性
特
有
の

検
診
を
市
が
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
女
性
が
気
軽
に
受
診
で
き

る
病
院
と
か
先
生
の
話
を
市
報
に
載
せ

て
く
だ
さ
い
。（
♪
ゆ
み
♪
31
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

病
気
と
い
う
の
は
本
当
に
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
本
人
の
意
思
や

心
が
け
で
あ
る
程
度
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
日
常
の
生
活
の
中

で
栄
養
や
環
境
、
運
動
等
に
注
意
を
は

ら
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と

つ
は
万
一
に
備
え
て
検
診
等
を
し
っ
か

り
と
受
け
て
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

市
報
で
は
毎
月
保
健
師
メ
モ
で
健
康

づ
く
り
等
に
つ
い
て
の
役
立
つ
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
暮
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
検
診
等
の
日
程
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
気
軽
に

受
診
で
き
る
病
院
の
情
報
等
に
つ
い
て

も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
投
稿
で
す

　

先
日
、
市
の
図
書
館
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
訪
問
で
す
が
、
と
て

も
瀟

し
ょ
う
し
ゃ洒
な
造
り
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
市
外
か
ら
の
閲
覧
な
ん
で
す

が
、
懇
切
丁
寧
に
対
応
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
僭せ

ん
え
つ越
な
が
ら

今
回
、
投
稿
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

西
郷
さ
ん

薩
摩
の
よ
か
に
せ
西
郷
ど
ん

明
治
政
府
の
お
偉
ら
が
た

机
た
た
い
て
大
論
議

意
見
は
通
ら
ず
里
帰
り

〝
敬
天
愛
人
〟
徳
慕
う

若
者
集
め
て
学
習
会　

あ
ゝ
私
学
校

長
雨
上
が
っ
て
大
気
澄
み

薫
風
か
お
る
五
月
晴
れ

幟
矢
車
鯉
の
ぼ
り

端
午
の
英
気
肖
か
り
て

か
な
た
大
隅
く
っ
き
り
と

山
並
み
映
し
て
沢
光
る　
あ
ゝ
志
布
志
湾

晴
耕
雨
読
の
日
々
な
れ
ど

募
る
想
い
の
胸
の
う
ち

煙
も
う
す
し
桜
島

西
郷
ど
ん
の
断
下
る

義
を
見
さ
せ
ざ
る
は
な
ん
と
や
ら

桐
野
を
か
し
ら
に
四
番
隊　
あ
ゝ
田
原
坂

　
（
ほ
の
ぼ
の
73
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

　

市
外
か
ら
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
撮
ら
れ

た
写
真
や
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

喜
怒
哀
楽
す
こ
し
惣
け
て
夏
の
薔
薇 

永
山　

又
生

牧
場
の
サ
イ
ロ
が
一
つ
大
夏
野 

吉
田　

十
二

合
歓
咲
き
て
術
後
の
妻
の
寝
息
か
な 

坪
田　

秀
邑

花
は
な
花　

花
に
う
も
れ
て
鄙
の
里 

若
松
田
鶴
子

出
目
金
に
名
を
付
け
て
呼
ぶ
三
才
児 

山
本
せ
つ
子

イ
ケ
メ
ン
の
金
魚
も
い
ま
す
夏
ま
つ
り 

暉
峻　

康
瑞

梅
漬
け
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
論
顔
を
出
す 

肱
岡
ち
か
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港まつり翌日の清掃ボランティア 有明町野神のひまわり畑

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2009.8



志布志市農業生産対策事業について
　志布志市農業生産対策事業では、生産規模拡大及び高品
質化を目指し、農作業の省力化や化学肥料及び燃油などの
低減に取り組む生産者に対して、補助金を交付します。
■対象となる方
　次のいずれにも該当する方が対象です｡ ただし、電気
柵と土壌診断は、①、②のみで可。
①市内に住所を有し、かつ居住していること。
②専ら農業に従事し、今後とも積極的に農産物の生産に	
　取り組む意思があること。
③米の生産調整の実施者又は次年産生産調整実施確約者
　であること。
④市長が本市の農業を支える担い手として認めていること。
■対象設備及び補助金の額
（１）対象となる設備は、別表のとおりです。
（２）補助の金額は、導入費用の３分の１です。
　　ただし、別表右欄の補助限度額を限度とします。

　　　　　【別表】農業生産対策事業の補助対象設備
設備等 品目 補助限度額
暖房機

ピーマン
いちご	メロン
なす　かぼちゃ
温州みかん
花き

１台につき	 553,000 円
自動開閉装置 １式 10a ごとに		266,000 円
循環扇

（マザーファン） １式 10a ごとに	116,000 円

二重カーテン １式 10a ごとに		100,000 円
葉面散布機 １台につき	 	251,000 円
電照施設 いちご　花き １式 10a ごとに		132,000 円

予冷庫 園芸作物　花き

１台につき (1.5 坪型以下 )				
	 357,000 円
１台につき ( ２坪型以上 )	
	 570,000 円

育苗施設 いちご １式 10a ごとに	165,000 円
高設栽培施設 いちご １式 10a ごとに		950,000 円

ポリ自動巻取機 さつまいも、た
ばこ １台につき	 90,000 円

植付作業機 さつまいも １台につき	 	60,000 円

洗浄研磨機 さつまいも、か
ぼちゃ、メロン １台につき	 166,000 円

深層土壌消毒機 たばこ １台につき	 343,000 円
電気柵 水稲　園芸作物 １基ごとに	 30,000 円
高設栽培用耕運機 いちご １台につき	 80,000 円
パック用自動フィ
ルム包装機 いちご １台につき	 450,000 円

暖房機燃焼節約機 施設園芸作物 １台につき	 100,000 円
光合成促進装置 施設園芸作物 １台につき	 80,000 円
うね内部分施用機 園芸作物 １台につき	 80,000 円
土壌診断費 全作物 １筆につき	 2,000 円
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土壌診断に対して補助金を交付します
　今年度から志布志市農業生産対策事業において、土壌診断に対して補助金
を交付することとなりました。
■対象者　
　次のいずれにも該当する方が対象です｡
①市内に住所を有し、かつ居住していること。
②専ら農業に従事し、今後とも積極的に農産物の生産に取り組む意思があること。
■対象となる要件
（１）平成２１年４月から２２年３月までに実施した土壌診断が対象です｡
（２）志布志市内の畑のみが対象です。
（３）水田については、生産調整実施者には土壌分析助成として５, ０００円
が支給されますので、本事業の助成対象となりません。
■補助金の額　
（１）補助の金額は、１回の診断につき２，０００円です。
（２）同一年度において１ヵ所につき１回限りです
■申請手続き
　下記のものを持参して市役所農政課（各支所農政係）で申請してください。
　なお、申請は可能であれば、ＪＡの作物部会やグループ単位で行ってください｡
■持参するもの　①印鑑　　③領収書　　②土壌診断書　　④通帳
※土壌診断実施後、持参してください。

なぜ、土壌診断が必要なの？
■肥料代の低減　
　土壌中の養分が過剰な場合は、その肥
料成分を抑えた低価格な銘柄に変更した
り、施肥量を調整することで経費削減が
可能となります。
■適正な施肥で品質向上、収量の増加
　不足している養分を適切に補給するこ
とで収量や品質の向上に繋がります。
■土の肥満予防に
　長年の過剰施肥で連作障害や土壌病害
が発生する弊害も起きています。

土壌診断は、土の健康診断です！
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市の人口　　6月 30 日現在
人　口	 34,505 人	 	 （△ 20）
				男	 16,234 人	 	 （△ 13）
				女	 18,271 人	 	 （△ 7）
転　入	 75 人	 　転　出	 　88 人
出　生	 23 人	 　死　亡	 　30 人
世帯数	 15,698 戸	 	 （2）

 志布志港　平成 21 年 5月分

　①入港隻数	 	 66 隻
　　（日本 1、外国 65）
　②輸出	 7 億 59 百万円
　③輸入	 91 億 39 百万円

資料　鹿児島税関支署

　お問い合わせ先 本庁　　　　農政課生産流通係　４７４－１１１１（内４３２）
　 志布志支所　産業振興室農政係　４７２－１１１１（内４１１）
　 松山支所　　産業振興室農政係　４８７－２１１１（内２３１）



ストップ滞納
■問い合わせ先　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）

　市では、市税等の口座振替を推進しております。この機会に安心・確実・便利な口座振替をご利用くださ
い。ご希望がありましたら自治会単位で口座振替の手続き等について説明に伺います。

安心・確実・便利な口座振替をご利用ください

　今回は、土地や家などをお持ちの方に課税される「固定資
産税」について説明します。
■固定資産税とは
　毎年1月1日（「賦課期日」といいます。）に、土地、家屋、償却
資産（これらを総称して「固定資産」といいます）を所有している
方が、その固定資産の価格をもとに算定された税額をその固定
資産の所在する市町村に納める税金のことをいいます。（市内に
固定資産を所有されている方は志布志市へ納税となります）
■納税義務者
　固定資産税を納める方のことを納税義務者といい、原則と
して固定資産の所有者となります。

土　地 法務局の登記簿又は土地補充課税台帳に所有者と
して登記又は登録されている方

家　屋 法務局の登記簿又は土地補充課税台帳に所有者と
して登記又は登録されている方

償却資産 償却資産課税台帳に所有者として登録されている人
※償却資産…会社や個人で工場や商店などを経営している方
が、その事業のために使用する機械・器具・備品などをいいます。
※所有者として登記（登録）されている方が賦課期日前に死亡
している場合には、賦課期日現在で、その土地、家屋を現に
所有されている方（相続人等）が納税義務者となります。
■税額について
　固定資産を評価し、その価格を決定し、その価格をもとに
「課税標準額」を決定します。
　土地と家屋の評価額は３年に一度評価替えが行なわれます
●『税額』＝「課税標準額」×税率　となります。
　志布志市の税率は 1.4％（地方税法第 350 条に規定されて
いる標準税率）となっています。
　なお、免税点があり、市内に同一人物が所有する土地、家

屋、償却資産のそれぞれの課税標準額が次の金額に満たない
場合には、固定資産税は課税されません。

土　地 		30 万円 家　屋 		20 万円 償却資産 150 万円

●税額等を記載した納税通知書を納税者あてに通知します。
　納期は年４期（志布志市の納期限は、5月、7月、9月、11 月）
となっています。口座振替も利用できます。
Ｑ．評価のしくみを教えてください。
Ａ．土地の評価は、地目（田、畑など）別に定められた評価
方法により評価しています。
　評価額は、売買実例価格をもとに算定した正常売買価格を
基礎として求めます。また、家屋については、新築時に固定
資産の調査員が訪問し調査します。その調査により、再建築
価格を求め、評価額を算出します。
Ｑ．軽減等について教えてください。
Ａ．土地については、住宅用地（宅地）に特例措置が適用さ
れます。また、家屋については、新築住宅に減額措置が適用
されます。主な点を以下にまとめてみました。
■住宅用地に対する特例措置

200㎡までの住宅用地部分（小規模住宅用地）課税標準額については価格の 6分の 1
200㎡を越え、家屋の床面積の 10 倍ま

での部分（一般住宅用地）
課税標準額については
価格の 3分の 1

■新築住宅に対する減額措置（専用住宅、併用住宅で居住部
分が 2分の 1以上のもの）
　床面積が 50㎡以上 280㎡以下の住宅（併用住宅やアパート
などは要件が異なります）は、対象に相当する（120㎡相当）固
定資産税額が以下に該当する期間、２分の１に減額されます。
　ア　一般の住宅（イ以外の住宅）　　	 新築後３年度
　イ　３階建以上の中高層耐火住宅等	 新築後５年度

～税まめ知識シリーズ ⑦～����『�定�産�（こていしさん�い）��定�産�（こていしさん�い）��

　市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々な取組を行っ
ています。
　特に、悪質滞納者（納入意識が極端に低い者）には、今後も以下のような厳格・公正
な滞納処分を実施し、滞納税額の圧縮を図ってまいります。

   差押を実施した人数　　８０�８０�
（平成 21 年 4 月～平成 21 年 7 月）

■差押の内容　●給与　19 件　●預貯金　17 件　●不動産　11 件　●債権　33 件

■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）　■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
※納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部分を占め、国及び地方
公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、国及び地方公共団体の財政力を確保する上
で最も重要性を有するものです。
　そのほか、税金の公平な負担の観念からも極めて重要であり、税債権を確保するために差押や納税義務の拡
張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

※既存の住宅についても、耐震改修やバリアフリー、省エネ改修等に伴う工事をした場合で一定の要件を満たした家屋については、
　固定資産税が減額されることがあります。詳しいことが知りたい方は、市役所　税務課固定資産税係までお問い合わせください。

※市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々なタイヤロック装置による差押などの取組を
行っています。生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方など、本庁・各支所
の税務窓口にて随時納税相談を実施しています。
　他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、特別な理由もなく滞納を続けられますと、やむなくあなた
の財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなければならない」と定められています。）

　　今月の納� 納付期限　8 月 31 日（月）　口座振替日　8 月 25 日（火）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 市・県民税（2 期）　　国民健康保険税（4 期）
 介護保険料（4 期）　　後期高齢者医療保険料（4 期）
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平成21年度 滞納処分等実施状況について

フランダース・リコーダー・カルテット＆吉嶺　史晴　ジョイントコンサート

午後 6時開場
6時 30 分開演

■整理券が必要です（市文化会館、やっちくふれあいセンター、有明農村環境改善センターにて配布しています）
■送迎バス運行　■託児室あり（送迎バス、託児室の利用については事前にお申し込みください）
■問い合わせ先　志布志市企画政策課　℡ 474-1111（内線 250・252）

入場料無料！
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金
は
、
国
民
年
金
制
度
が

発
足
し
た
当
時
（
昭
和
36
年
４
月
）、
す

で
に
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
に
、
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
、

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
１
日
以
前

　

の
方

②
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
２
日
か
ら

大
正
５
年
４
月
１
日
ま
で
の
方
で
、
保
険

料
納
付
済
期
間
が
１
年
未
満
で
あ
り
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を

合
算
し
た
期
間
が
生
年
月
日
に
応
じ
て
次

の
表
の
期
間
を
超
え
て
い
る
方

　

な
お
、
前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
超
え
る

等
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
の
支
給
が
全
部

又
は
一
部
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
給
付
も
！　

～
寡
婦
年
金
～

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
25
年

以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
10
年

以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険
者
期

間
だ
け
で
計
算
し
た
老
齢
基
礎
年
金
額
の

４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
権
者
で
あ
っ
た
場
合
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

こ
ん
な
給
付
も
！
～
死
亡
一
時
金
～

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納

め
た
月
数
（
４
分
の
３
納
付
月
数
は
４
分

の
３
月
、半
額
納
付
月
数
は
２
分
の
１
月
、

４
分
の
１
納
付
月
数
は
４
分
の
１
月
と
し

て
計
算
）
が
36
月
以
上
あ
る
方
が
、
老
齢

基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
い

ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
方
に
よ
っ
て

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
（
①
配
偶

者
、
②
子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父
母
、

⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先
順
位
の
高
い

方
）
に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
月
数
に
応
じ
て
12
万
円
～
32
万
円
に
な

り
ま
す
。

※
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以

上
あ
る
場
合
は
、
８
５
０
０
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
年
金
係
か
鹿
屋

社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
９
９
４
ー

42
ー

５
１
２
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

基
礎
年
金
に
は
国
庫
負
担

（
国
の
税
金
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
年

金
に
は
国
庫
負
担
（
国
の
税
金
）
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法
律
改
正

に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
以
後
の
加
入
期

間
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
分
の
１
か

ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
と
免
除
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
の
た
め
、

「
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
免
除
で
は
、
所
得
の
状
況
に

よ
っ
て
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
又
は

４
分
の
１
の
額
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
免
除
期
間
に

つ
い
て
、
保
険
料
を
納
め
た
と
き
と
同
額

の
国
庫
負
担
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
負
担
率
の
引
上
げ
に
よ
っ

て
、
免
除
期
間
に
つ
い
て
の
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
全
額
免
除
の
場
合
で
は
、

仮
に
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場
合
の
額
は

26
万
４
０
０
０
円
で
す
が
、
平
成
21
年
４

月
以
後
の
40
年
間
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

場
合
の
額
は
39
万
６
１
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学

生
納
付
特
例
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
基
礎

年
金
の
受
給
権
に
は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

な
い
「
カ
ラ
期
間
」
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
25
年
の
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
に
含
ま
れ
る
国
庫
負
担

を
受
け
る
大
切
な
権
利
を
失
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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浜名湖一般（6日目～19）

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）8月は全日程ナイターレースを開催しています！がない場合は 17:00 まで）8月は全日程ナイターレースを開催しています！17:00 まで）8月は全日程ナイターレースを開催しています！）8月は全日程ナイターレースを開催しています！8月は全日程ナイターレースを開催しています！月は全日程ナイターレースを開催しています！は全日程ナイターレースを開催しています！
■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

オラレ志布志に現役競艇選手が登場！
　7月 26 日に行われる予定の「2009 志布志みなとまつり」が雨天順延と
なり、演芸プログラムで行う予定でありました、大村競艇モーターボート・
デモンストレイションは、中止となりました。
　競艇のモーターボートが、競艇場以外の海域を走行することは、大村競
艇場、開設 57 年の中でも初めての試みということでした。
　この日のために大村競艇より、日本モーターボート選手会、長崎支部所
属の岡本大

ふとし

選手、中島浩哉選手が志布志市にお見えになりました。
　お二人とも、「まさか中止になるとは・・・大変残念です。皆さんに本
物の競艇を見ていただきたかったです」と残念そうでした。
　デモンストレーションはできませんでしたが、オラレ志布志で 2人の
自己紹介等が行われました。オラレ志布志に来られていた方は現役選手の
突然の登場に大変驚いていました。
　2人の選手は「A1 昇格を目指して頑張っています。応援をよろしくお
願いします」と抱負を述べました。

オラレしぶし 8 月・9 月番組表

桐生一般（4、5日目）

住之江GⅠ高松宮杯（2日目～）蒲郡一般（2日目～16）

桐生一般（3日目～）

～平成 21 年度　志布志市緊急経済対策事業～

ひまわり商品券・追加販売残りわずか！

プレミアム付きひまわり商品券とは・・��
■一般分（1割のプレミアム）・・・18 歳以上が対象
　10,000 円で、500 円の商品券× 22 枚＝ 11,000 円分を10,000 円で、500 円の商品券× 22 枚＝ 11,000 円分を
購入できます。
■ 18 歳未満分（2割のプレミアム）・・18 歳未満が対象
　10,000 円で、500 円の商品券× 24 枚＝ 12,000 円分を10,000 円で、500 円の商品券× 24 枚＝ 12,000 円分を
　購入できます。購入できます。
※いずれの場合も 1人 50,000 円までが購入限度になり
　ます。

8 月 31 日までの販売予定
■販売所　志布志市役所　有明本庁港湾商工課、
　　　　　志布志支所地域振興課、松山支所地域振興課
※サンポートしぶしアピアでの土日出張販売は、8月 9日
で終了しました。

　　使用期限は
9 月 30 日までです。
　購入はお早めに！

1 人 5 万円まで購入できます。4月 1日以降、転入の方も購入できます。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

若松一般（17～19） 丸亀SGMB記念 若松一般（～9/3）

住之江一般（25、26、4日目～）桐生ＧⅢ（～24） 蒲郡一般（～9/3）

福岡一般（5日目～）

蒲郡一般

若松一般福岡一般

多摩川GⅠ周年（9/15まで）

オラレ志布志に登場した岡本大選手（左）と中島浩哉選手

オラレ志布志に実際にレースで使用して
いたボートを展示しています！

生 年 月 日 期間
明治 45 年 4 月 1 日
以前

４年

明治 45 年 4 月 2 日～
大正 2 年 4 月１日

５年

大正 2 年 4 月 2 日～
大正 3 年 4 月 1 日

６年

大正 3 年 4 月 2 日～
大正 5 年 4 月 1 日

７年

こんな給付もあります。国民年金
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平
成
21
年
度
森
林
づ
く
り

推
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

推
進
員
は
市
の
委
嘱
を
受
け
て
、
森

林
所
有
者
を
訪
問
し
、
適
切
な
除
・
間

伐
が
集
団
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。

　

除
・
間
伐
を
実
施
し
た
い
方
は
、
各

地
区
の
森
林
づ
く
り
推
進
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
実
施
す
る
森
林
の
除
・
間

伐
が
災
害
の
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
し
ま
す
。

有
明
地
区
志
布
志
地
区
松
山
地
区

木
屋
武
久
荒
平
義
雄
新
村
善
次

寳

永

九
谷
宮
誠
實
金
子
繁
蔵

西
元
三
郎
坂
口
耕
一
谷

口

泉

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

緑
化
推
進
事
業
参
加
の
募
集

　

志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
各
地
で
植
樹
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

又
は
各
支
所
産
業
振
興
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
内
容

●
募
集
期
間　

９
月
30
日
ま
で

●
場
所　

志
布
志
市
内

●
事
業
内
容　

森
林
、
学
校
、
公
園
、

街
路
、公
共
施
設
等
の
植
樹
（
た
だ
し
、

花
苗
、
花
の
種
子
の
配
布
に
つ
い
て
は

対
象
外
と
し
ま
す
。）

●
実
施
団
体　

学
校
、
校
区
公
民
館
、

自
治
会
、
こ
ど
も
会
等
の
団
体

●
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

　

・
緑
化
木
等
苗
木
の
購
入
経
費

　

・
肥
料
、
支
柱
の
資
材
費

※
樹
名
板
を
、
協
議
会
で
準
備
し
ま
す

の
で
、必
ず
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
助
成
上
限
額　

9
万
１
０
０
０
円

（
実
施
団
体
の
数
に
よ
り
、
助
成
額
が

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
募
集
方
法

　

緑
化
推
進
事
業
応
募
申
請
書
に
経
費

内
訳
書
、実
施
場
所
の
写
真
を
添
付
し
、

本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
又
は
各
支
所
産

業
振
興
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
、

各
支
所
産
業
振
興
室
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
方
法

　

応
募
団
体
が
多
数
の
場
合
、
募
集
期

間
終
了
後
、
志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
に
お
い
て
、
審
査
の
う
え
、
実
施

団
体
を
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室	

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

国
民
健
康
保
険
・
長
寿（
後
期
高
齢

者
）
医
療
の
入
院
時
の
『
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』

の
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
長
寿（
後
期
高

齢
者
）医
療
制
度
で
は
、
標
準
負
担
額（
入

院
時
食
事
代
の
一
部
負
担
金
）や
入
院
時
一

部
負
担
金
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
で
認
定
証
を
受
け
て

　

い
た
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
健
康
保
険
証　

●
印　

鑑

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

■
受
付
場
所

●
志
布
志
市
役
所　

本
庁
保
健
課
・
志

　

布
志
支
所
福
祉
課
・
松
山
支
所
市
民
課

■
長
寿
医
療
で
認
定
証
を
受
け
て
い
た
方

　

平
成
20
年
８
月
以
降
に
入
院
し
て
長

寿
医
療
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
は
、
８
月
以
降
の
入
院
に
つ
い
て
は

７
月
下
旬
に
被
保
険
者
証
と
同
時
に
送

付
し
ま
し
た
新
し
い
減
額
認
定
証
を
使

用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
保
険
証　

●
印
鑑

■
受
付
場
所

●
志
布
志
市
役
所　

本
庁
保
健
課
・
志

　

布
志
支
所
福
祉
課
・
松
山
支
所
市
民
課

■
お
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
５
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
保
健
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

●
松
山
支
所
市
民
課
保
健
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

健
康
づ
く
り
推
進
員
募
集
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
た
だ
く
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
市
民
の

方
々
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
！	

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、
各
種
健
康

づ
く
り
関
連
行
事
の
運
営
、
協
力
、
健

診
な
ど
の
受
診
を
勧
め
る
こ
と
、
そ
の

他
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
方
々
で
す
。

　

志
布
志
市
が
初
め
て
健
康
づ
く
り
推

進
員
を
設
置
し
公
募
す
る
も
の
で
す
。

■
募
集
要
項

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

満
20
歳
以
上
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
方

●
応
募
の
方
法　

ご
本
人
が
住
所
・
氏

名
・
年
齢
を
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切　

８
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
健
課　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

　

松
山
支
所
市
民
課

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

　

志
布
志
支
所
福
祉
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
５
）

「
定
額
給
付
金
」
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
、
市
で
は
定
額
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
定
額
給
付
金
の
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日

（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
額
給
付
金
な
ど
の
給
付
を

装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
だ
ま
し
取
り
」
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

志
布
志
市
金
婚
式
案
内

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
の

ね
ぎ
ら
い
と
ご
多
幸
を
お
祝
い
す
る
た

め
に
金
婚
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
金
婚
者
の
該
当
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
最
寄
の
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所
や
日
程
は
、
後
日
、
該
当
者

へ
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
金
婚
者
の
該
当
要
件

　

昭
和
34
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
婚
姻
さ
れ
、
50
年
目
の
方
々

で
、
夫
婦
と
も
健
在
の
方
々
が
該
当
し

ま
す
。
再
婚
さ
れ
た
方
は
、
再
婚
し
て

か
ら
の
年
数
に
な
り
、
通
年
の
年
数
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、昨
年
度
ま
で
の
該
当
者（
昭

和
33
年
以
前
婚
姻
）
で
届
出
さ
れ
な

か
っ
た
方
も
含
み
ま
す
。

■
開
催　

平
成
21
年
11
月
予
定

■
申
込
期
限　

9
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
松
山
町
の
方
（
松
山
支
所
）

　

℡
４
８
７
ー
２
０
０
１

●
有
明
町
の
方
（
有
明
支
所
）

　

℡
４
７
４
ー
０
３
１
０

●
志
布
志
町
の
方
（
志
布
志
本
所
）

　

℡
４
７
２
ー
１
８
０
０

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

■
曽
於
南
部
地
区
の
給
水
栓
設
置
予
定

　

に
つ
い
て

　

曽
於
南
部
地
区
（
有
明
町
）
の
21
年

度
給
水
栓
設
置
予
定
区
域
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
設
置
予
定
年
度　

21
年
度

●
集
落
名　

本
村
、
立
本
、
中
方
限

　

以
上
の
集
落
に
給
水
栓
を
設
置
す
る

予
定
で
す
が
、
工
事
は
夏
以
降
に
な
る

見
込
み
で
す
。

　

給
水
栓
の
設
置
ま
で
は
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
曽
於
東
部
地
区
の
給
水
栓
設
置
箇
所

　

の
調
査
に
つ
い
て

　

曽
於
東
部
地
区
で
は
給
水
栓
設
置
は

終
了
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
で

県
営
事
業
が
終
了
し
ま
す
と
、
平
成
24

年
度
以
降
に
設
置
さ
れ
る
場
合
の
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
設
置
箇
所
を
調
査

中
で
す
。
調
査
の
結
果
、
未
設
置
箇
所

に
つ
い
て
は
、
受
益
者
の
皆
様
に
再
度

必
要
又
は
不
要
の
確
認
を
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
以
前
に
給
水
栓
設

置
の
必
要
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
畑
か
ん
実
証
ほ
場
の
展
示
に
つ
い
て

　

県
の
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
畑
か

ん
の
水
を
利
用
し
た
「
実
証
ほ
場
」
を

設
置
し
て
お
り
、
本
市
内
で
は
松
山
町

３
か
所
、
志
布
志
町
３
か
所
、
有
明

町
５
か
所
の
計
11
か
所
が
展
示
ほ
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
物
は
サ
ツ
マ
イ
モ
＋
露
地
野
菜
の

輪
作
、
ニ
ン
ジ
ン
、
飼
料
作
物
、
茶
な

ど
で
、
散
水
量
や
使
用
散
水
器
材
名
、

収
量
比
較
な
ど
を
記
載
し
た
看
板
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
畑
か
ん
推
進
本
部
で
は
、

散
水
器
材
の
Ｐ
Ｒ
と
使
用
状
況
を
い
つ

で
も
見
れ
る
よ
う
に
「
展
示
ほ
場
」
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
散
水
器
材

の
導
入
を
ご
検
討
の
方
は
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お「
実
証
ほ
場
」及
び「
展
示
ほ
場
」

の
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
４
８
７
ー
２
９
８
６

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

℡
４
７
１
ー
０
１
７
１
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国民宿舎ボルべリアダグリの温泉復旧について（ お知らせ）
　去る 6 月 23 日の落雷により、国民宿舎ボルべリアダグリ温泉の源泉設備が故障

し、温泉供給ができなくなっていましたが、この度、復旧工事が完了し、7 月 24

日から、通常の温泉営業を再開しています。

復旧までの間、市内外のお客様には、大変ご迷惑をおかけいたしました。

志布志湾を一望できる絶景が自慢の「ダグリ温泉～岬の湯～」を今後ともよろし

くお願いいたします。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 283）

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。
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■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

平成22年度県立鹿屋高等技術専門学推薦入校生募集

　「電気設備科」の推薦入校生を募集します。
■応募資格者　高等学校を平成 22 年 3月卒業見込み者
■願書受付　9月 1日（火）～ 9月 17 日（木）
■試験日　10月1日　■試験会場　県立鹿屋高等技術専門校
 問い合わせ先　県立鹿屋高等技術専門校　℡ 0994-448674

9 月 11 日は「警察相談の日」
～知っていますか？警察相談＃ 9110 ～

■警察は次の相談に応じています。
　●犯罪等による被害の未然防止に関する相談
　●県民の安全と平穏に関する相談
■相談窓口
　●警察総合相談電話…＃ 9110（099-254-9110）
　●志布志警察署警察安全相談係…099-472-0110
■専門相談窓口（緊急電話は 110 番、相談は＃ 9110 番）
　℡ 099-258-7940（悪質商法相談電話）
　℡ 099-206-7867（性犯罪被害 110 番）
　℡ 099-252-7867（ヤングテレホン）
　℡ 099-255-0110（企業対象暴力相談電話）

�
�
�
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

秋の休日をアジア・太平洋農村研修村で

　9月に開催予定の「大隅わっぜよかど博覧会」の一環と
してアジア・太平洋農村研修村では、楽しい催しを準備し
ています。
　カピックセンターへご家族でお越しください。
■諸国漫遊ワールドランチ（日替わりで世界の料理を体験）
　場所：KAPIC レストラン　
● 9月 19 日（土）ネパール　● 20 日（日）ブータン
● 21 日（月）ブルガリア　　● 22 日（火）ガーナ
● 23 日（水）セネガル　　　● 26 日（土）ブラジル
● 27 日（日）ドミニカ共和国
●時間　11:30 ～ 13:30　　●参加費：600 円
●各回 20 食限定、要予約（定員になり次第締め切り）
■民族館のマーティーとアジア体験しませんか？
● 9月 12 ～ 27 日（14 日、24 日休館）
●民族衣装試着・民族楽器試演奏体験　　　　　　無　料
●トリビアハント（展示品クイズ）プレゼント付　300 円
●世界の国旗アクセサリーづくり　　　　　　　　300 円
●世界の珈琲喫茶コーナー　　　　　　　　　　400 円～
 申し込み・問い合わせ先
カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　http://www3.synapse.ne.jp/kapic/

こころの健康づくり・自殺対策講演会　in　そお　2009
～アルコール依存症の問題に関して～

■日時　8月 30 日（日）
　13 時～ 15 時 30 分（12 時 30 分受付開始）
■場所　曽於市大隅文化会館
■参加費　無料
■講演内容　
　１）ストレス対策とこころの健康づくり　　　　　　
　　～自殺対策の推進に向けて～
　　大隅地域振興局保健福祉環境部長
　　　　　　宇　田　　英　典　
　２）ｱﾙｺｰﾙの害とｱﾙｺｰﾙ依存症について
　　	NPO法人アルコールの害から命を守る会
　　　　理事長　森　口　進（森口病院長）　　
 問い合わせ先
　曽於地域産業保健センター ( 山元） ℡ 482-4893
　志布志保健所　（室屋）　　　　　 ℡ 472-1021
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平成 21 年度生涯学習県民大学講座のご案内
～一緒に学んでみませんか？～

　岩川高校では、開かれた学校作りの一環として、地域の
皆様を対象とした生涯学習講座を行います。興味のある講
座のみでもかまいませんので、お気軽にご応募ください。
■実施期間および内容
　9月 14 日～ 10 月 9日の祝日を除く月・水・金の10日間
　9月 14 日・16 日　	 身近な科学実験
　9月 18 日・25 日・28 日	 手まり作り
　9月 30 日・10 月 2日　	 竹細工
　10 月 5日・7日・9日	 木工製作
■実施時間　19 時～ 21 時
■対象者　県内に住む 18 歳以上の方（20 人）
　　　　　※応募者が多数の場合は抽選になります。
■受講料　2000 円（材料費実費分）
■申し込み方法　官製はがき、またはＦＡＸ
　　　　　※住所、氏名、年齢、電話番号を明記のこと
■申込締切　8月 31 日（当日消印有効）
	申込・問い合わせ先　
　〒899-8102　曽於市大隅町岩川5069　県立岩川高等学校
　「生涯学習県民大学講座」担当砂坂まで
　Fax 482-2560　℡ 482-0615
　URL= http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Iwagawa/top.html

自衛官募集案内

■看護学生
　・資格　高卒（見込含）24 歳未満の者
　・受付期間　9月 7日～ 10 月 2日
　・試験期日　1次　10月24日　2次　11月21日・22日
■防衛大学校　学生
●推薦　・資格　高卒（見込含）21 歳未満の者　
　　　　・受付期間　9月 5日～ 9月 9日
　　　　・試験期日　9月 26 日・27 日
●一般　・資格　高卒（見込含）21 歳未満の者　
　　　　・受付期間　9月 7日～ 10 月 2日
　　　　・試験期日　1次　11月7日・8日　2次　12月15日～19日
■防衛医科大学校学生
　・資格　高卒（見込含）21 歳未満の者　9月 7日～ 10 月 2日
　・受付期間　9月 7日～ 10 月 2日
　・試験期日　1次　10月31日・11月1日　2次　12月2日～4日
　・給与等　採用時の給与は採用予定者の学歴・経歴によ
　　り異なります。
 問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事務所
　　　　　　　 ℡ 099-472-1405
　募集コールセンター（受付時間 12:00 ～ 20:00）
　　　　　　　 ℡ 0120-063-792
　募集相談員　松山町　　狩川年秋　℡ 487-2481
　　　　　　　志布志町　熊谷恭一　℡ 472-3889
　　　　　　　有明町　　吉元文一　℡ 475-2614

2011 年 7 月 24 日でアナログ放送は終了します！（不明な点はデジサポまで）
 ■問い合わせ先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター　℡ 0570-07-0101・℡ 03-4334-1111
 　　　　　　　　（平日 9 時～ 21 時、土日、日曜、祝日 9 時～ 18 時）

８月
９月

16日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
23日 松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
30日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
６日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
13日 山口内科（内科） ℡473-1188
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
20日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科）℡471-6611
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211 
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
22日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山口内科（内科） ℡473-1188
23日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000

８月・９月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

８月

９月

■松山地区　
８月	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
８月 14 日	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
８月 15 日	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
９月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
■志布志地区
８ 月 11 日～８月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 14 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
８ 月 15 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８ 月 16 日～８月 17 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 18 日～８月 24 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８ 月 25 日～８月 31 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
９ 月 １ 日～９月 ７ 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
９ 月 ８ 日～９月 14 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
９ 月 15 日～９月 21 日	 山本組	 ℡ 472-1101
９ 月 22 日～９月 28 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
■有明地区
８ 月９日～８月 12 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 13 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 14 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 15 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 16 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 17 日～ 8月 22 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 23 日～ 8月 29 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 30 日～９月 ５ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
９ 月 ６ 日～９月 12 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
９ 月 13 日～９月 20 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
９ 月 21 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
９ 月 22 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
９ 月 23 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113

水道修繕当番店
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志布志市くらしのカレンダー

女性がん検診・骨粗しょう検診（有明地区）
         　 　（8:30～9:00および12:30～13:00受付）※2

女性がん検診・骨粗しょう検診（有明地区）
         　 　（8:30～9:00および12:30～13:00受付）※2

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※3

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
第8回創年市民大学「加藤里美」（24㌻参照）
女性がん検診・骨粗しょう検診（有明地区）
         　 　（8:30～9:00および12:30～13:00受付）※2
母子康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
育児学級（9:45～10:00受付 有明改善センター）
育児相談（10:30～12:00 有明改善センター）
女性がん検診・骨粗しょう検診（有明地区）
         　 　（8:30～9:00および12:30～13:00受付）※2
育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
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17

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室 要予約）※１
特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※2
麻しん風しん混合3期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

18

三種混合予防接種（13:00～13:30受付）※2

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センターはぐくみ）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2
母子康手帳交付（9:00～12:00 松山支所市民課窓口）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2

(土)

(日)

(月)

(火)

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2
1歳6か月健診/麻しん風しん予防接種
　　　　　　（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

第9回創年市民大学「福留強」（24㌻参照）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※2
母子康手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）
1歳6か月健診/麻しん風しん予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
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心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 伊﨑田コミュニティセンター）
特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※2
麻しん風しん混合3期予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

20

(木)

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※2

麻しん風しん混合3期予防接種（13:30～13:50受付 宇都鼻農村研修センター）
21

(金)

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※222

(土)

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付）※2
第4回志布志市ボランティアまつり（9:00～12:00 健康ふれあいプラザ）23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※224

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※2

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
25

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
第7回創年市民大学「矢崎由美子」（24㌻参照）
特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:00受付）※2
母子康手帳交付（9:00～12:00 松山支所市民課窓口）
二種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

26

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2
年金移動相談（10:00～15:00 志布志支所5階会議室）

2歳5歳児歯科検診（13:00～13:30受付有明改善センター）

27

28 子育て講座（10:30～12:00 子育て支援センター）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:00受付）※2

※  志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1  法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※2  場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※3  法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　　　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は41ページに掲載しています
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● 9 月号は 9月 11 日に発行予定です。
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９
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９
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２
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朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

９
月
14
日
（
10
時
～
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り（
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

　

８
月
14
日
（
９
時
～
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
安

藤
・

ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

伊
﨑

田
・

サ
ン

ポ
ー

ト
し

ぶ
し

ア
ピ

ア
・

タ
イ

ヨ
ー

志
布

志
店

・
サ

ン
キ

ュ
ー

西
志

布
志

店
・

ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

志
布

志
北

店
・

フ
ァ

ミ
リ

マ
ー

ト
志

布
志

見
帰

店


